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月405頁
30.	 福録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子,太 田暁美,木 村
みさか 整形外科クリニ ックを拠点とした転倒予防
在宅 トレーニングプログラムの開発一第1報:測 定
内容によるプログラム試案の評価と課題一 第40回
日本看護学会学術集会抄録集2009年9月68頁
31.	 福録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子,太 田暁美,木 村
みさか 整形外科クリニックを拠点とした転倒予防
在宅 トレーニングプログラムの開発一第2報:ト レ
ーニング記録表によるプログラム試案の評価と課題
一 第40回 日本看護学会学術集会抄録集2009年9
月67頁
32.	 福録恵子,太 田暁美'整 形外科通院中の地域在住高
齢者における介護予防事業に関する意識調査 日本
老年看護学会第14回 学術集会抄録集2009年9月
265頁
33.	福録恵子 運動器症状を有する地域在住高齢者にお
ける介護予防事業の認知度と支援策の検討 第29回 
日本看護科学学会学術集会講演集2009年11月441
頁
34.	 心光世津子,遠 藤淑美,諏 訪さゆり 精神看護学実
習へのICFの 視点導入に向けた研究(第4報)一 自
己評価表にみる実習記録改訂後の学生の苦手傾向の
変化と教育課題 第40回 日本看護学会抄録集一看護
教育一2009年8月233頁
35.	 心光世津子,遠 藤淑美,諏 訪さゆり 精神看護学実
習へのICFの 視点導入に向けた研究(第5報)一 実
習記録改訂前後における学生の学習状況の変化 第
29回 日本看護科学学会学術集会講演集2009年11
月498頁
36.	 山本有香,心 光世津子,遠 藤淑美 アル コール依存
症者の配偶者の思いとその変化一断酒会会員の配偶
者へのインタ ビュー調査から 第29回 日本看護科学
学会学術集会講演集2009年11月500頁
37.	 白井里佳,鯛 友紀,京 力瑞穂,新 開裕幸,呉 聖人,
山辺え り,田 中博子 看護基礎教育段階での簡易型
一次救命処置演習の効果について 日本救急看護学
会雑誌11(2)p167第11回 日本救急看護学会
学術集会プログラム抄録集2009
38.	西山直毅,遠 藤淑美,心 光世津子 うつ病者の回復
への転機とその心理過程一 うつ病者の手記の分析
第29回 日本看護科学学会学術集会講演集2009年
11月514頁
3.研	究 報告
1.小	 林省 吾,永 野浩昭,丸 橋 繁,武 田 裕,堂 野恵
三,梅 下浩 司,門 田守人,土 岐祐 一郎,森 正 樹
PGAフ ェル トを用いた肝切離面 フィブ リン・シー リン
グ法の検討.外 科治療100〔41:415-420,2009 
z.	 清水潤三,宮 本敦史,梅 下浩司,山 崎 誠,小 林省
吾,赤 丸裕介,水 島恒和,小 林哲郎,伊 藤壽記,森
正樹,土 岐祐一郎,門 田守人 腹腔内操作における
縫合糸の選択一多施設共同SS1サ ーベイランス結果
より一.日 外感染症会誌6(4):289-292,2009.
3.	 梅下浩司,浅 原利正,門 田守人 成績(移 植登録事
業から)肝 臓.移 植44(Supply:S122-S124,2009.
4.	 益田ゆか り,遠 藤淑美 精神科認定看護師による病
棟内コンサルテーションの評価 と今後の課題 日本
精神科看護学会第16回 専門学会1学 会誌2009年8
月169-173頁
4. 大学 ・研究所等の報告
1.	正木治恵,数 間恵子,黒 田久美子,瀬 戸奈津子,
清水 安子,中 野裕子,西 垣昌和,宮 武陽子,森 小
律恵,米 田 昭子 インス リン療法に関する安全管理
体制の確立に向けた看護実践のエビデンス生成 平
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成20年 度 看護系学会等社会保険連合研究助成金研
究報告書2009年9月
2.	 正木治恵,瀬 戸奈津子,米 田 昭子,森 加苗愛,堀 見
洋継,中 野裕子,中 山法子 慢性期看護領域の役割
分担 ・連携 平成20年 度 厚生労働科学研究費補助
金(厚 生労働科学特別研究事業)医 師と看護師の連
携と役割分担に関する研究2009年3月42-61頁
3.	 生活リズム障害ケアプロ トコール班 〔酒井郁子,飯 田
貴映子,根 本敬子,諏 訪 さゆ り,岩 鶴早苗,遠 藤
淑美,大 塚眞理子,丸 山優,坂 井さゆり,萩 野悦子,
人見裕江,渕 田英津子,渡 辺みど り,松 澤有夏,
渡邉智子),Ml。 生活 リズム障害ケアプロコールの開
発と臨床適用,平 成20年 度高齢者の胃ろう閉鎖,膀
胱留置カテーテル抜去を安全かつ効果的に実施する
ためのアセスメン ト・ケアプログラムの開発に関す
る調査研究事業報告書,日 本老年看護学会,平 成20
年度老人保健健康増進等事業(厚 生労働省老人保健
事業推進費等補助金),2009年3月,87-124頁
5.解	説 ・総説
1.荻 野 敏,伊 藤 美貴 ア レル ギー性疾 患の労働生産
性	 鼻ア レルギー フロンテ ィア2009年9巻2号
58-62頁
2.荻	 野 敏 耳鼻咽 喉科 ア レル ギーの治 療薬update
r漢 方薬』MBENT2009年104号27-31頁
3.荻	 野 敏 ア レルギー性鼻炎 に使用 され る一般 用医
療 薬(OTC薬)に 対する知識 につ いて教えて くださ い
JOHNS2009年25巻3号(増大号}403-405頁
4.荻	 野 敏 予 防 医 学 か らみ た ア ス ピ リ ン喘 息
JOHNS2009年25巻12号1781-1784頁
5.武 田 裕,中 森正二,北 川 透,小 林省吾,丸 橋 繁,
宮本敦 史,種 村 匡弘,永 野 浩 昭,堂 野恵 三,梅 下
浩 司,門 田守人,森 正樹,土 岐祐一郎.膵 癌 に対
する治 療方針.癌 の臨床55{3):177-183,2009
6.梅	 下浩司 症状 か ら見た臨床検査 腹痛.薬 事 日報
メデ ィカル 版 第10695号:m8,2009
7.梅 下 浩 司 リス クマ ネ ジ メ ン トに王 道 な し.OPE 
nursing24(7):667,2009.

8.荒 尾 晴惠 緩 和 医療 原 点か ら実践 へ がん 看 護
2009年14巻7号784-786頁
9.心	 光世津子 繰 り返 される飲酒運転 に潜む アル コー
ル 依存症の発見 と介 入一 アメ リカ ・テキサス州 にお
ける保護観察対象者 への対応 に学ぶ もの一 交通 安
全教育2009年44巻7号6-15頁
10.畑 中あかね,瀬 戸奈津 子 事例報告 感覚か ら看 護
する 糖尿 病神 経 障害 か ら感覚 障 害 に陥 った 事例
看護 学雑誌2009年73巻4号50-53頁 
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6. その他
1.	 荒尾晴惠 恒藤暁 第14回(平 成21年 度)日 本緩和
医療学会学術大会の記録 世界各地における緩和ケ
アの現状と課題 日本緩和医療学会ニューズ レター,
2009年44,29-31頁
z.	 荒尾晴惠 書評 一般病棟でもできる!終 末期がん
患者の緩和ケア第2版 看護,2009年61巻13号,100
頁
3.	 任和子,瀬 戸奈津子 第13回 日本糖尿病教育 ・看護
学会学術集会報告シンポジウム2糖 尿病教育方法
をわざから技術にするとりくみ 日本糖尿病教育 ・
看護学会誌2009年13巻1号58-59頁
4.	 遠藤淑美 他 精神科医療の変遷と 「精神科看護」
創刊200号 記念座談会 精神科看護2009年36巻
(200)号40-49頁
5.	 遠藤淑美 他 「新 しいうつ病」を私はこう理解し
て関わっている 精神科看護2009年36巻(203) 
14-21
u	 著書 、
1. 一般著書
1.	 荻野 敏 「8、 アレルギー性鼻炎の診断における
アレルギー検査の意義を教えてほ しい」EBMア レル
ギー疾患の治療 秋山一男、他編2009年10月
227-230頁 東京 中外医学社
z.	 梅下浩司,南 正人,中 田精三 手術の準備 中田
精三編著 手術室看護の知識と実際一改訂第3版
2009年45-63頁 メディカ出版
3.	 ・梅下浩司,門 田守人 肝移植 門田守人,跡 見 裕,
炭山嘉伸編 消化器外科学レビュー2009一 最新主
要文献と解説一2009年89-95頁 総合医学社
2. 専 門著書
1.	 清水安子,瀬 戸奈津子(編 集、執筆)日 本糖尿病教
育 ・看護学会編 糖尿病看護フットケア技術第2版
2009年 〉〉-zo頁,169-174頁 日本看護協会出版会
2.	 荒尾晴惠 第6章 統合的統合的中範囲理論 理論
編 症状マネジメントモデル 黒田裕子監修 看護
診 断のた めのよ くわか る中範囲理 論2009年
316-324頁
3.	 荒尾晴惠 第6章 統合的統合的中範囲理論 不快
症状理論 黒田裕子監修 看護診断のためのよくわ
かる中範囲理論2009年352-354頁
4.	 瀬戸奈津子 編集 中西健史医学監修 糖尿病フッ
トケア完全マスター メディカ出版2009年
5.	 瀬戸奈津子 監修 古山景子,山 地陽子編集 ・糖尿
病の患者さんによく聞かれる質問120日 本看護協
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会出版会2009年
6.瀬	 戸奈津子 く各論〉第1部 専門性を活かした看護
実践の成果が認められるまで1.ど のようにして看
護技術に対する診療報酬算定が可能になったかll糖
尿病看護 「糖尿病合併症管理料」の評価に至るまで
日本看護協会編平成21年 度看護白書 日本看護協会
出版会2009年52-62頁
3.教	科書
1.牧	本清子 標準保健師講座 疫学・保健統計 編集
医学書院2009
2.竹	 内佐智恵,江 口裕美子 外科的侵襲～回復期の生
態反応 中島恵美子,山 崎智子,竹 内佐智恵編
ナーシンググラフィカEX周 手術期の看護;4-27
メディカ出版
3.竹	 内佐智恵 性 ・生殖 器に障害のある人の手術
子宮体癌 中島恵美子,山 崎智子,竹 内佐智恵編
ナーシンググラフィカEX.周 手術期の看護;241-243
メディカ出版
4.竹	 内佐智恵 既往疾患のある場合の回復過程 中島
恵美子,山 崎智子,竹 内佐智恵編 ナーシンググラ
フィカEX周 手術期の看護;258-265メ ディカ出版
lll招 騁講演 ・シンポジウム等
1.国	際学会 なし
2.国	内学会
1.荻 野 敏 シンポジウム 「アレルギー疾患の背景を
形成する免疫 ・ア レルギーネットワークの異常を是
正する新規アレルギー疾患治療戦略」、S3D25-2rス
ギ花粉症と抗lgE抗 体 〔Omalizumab)療法』 第82回
日本薬理学会年会2009年3月,横 浜市
2.荻	 野 敏 招聘講演 「花粉症患者はどんな治療を望
んでいるか?」 岐阜県耳鼻咽喉科医会学術講演会
2009年1月,岐 阜市
3.荻	 野 敏 招聘講演 「花粉症の治療」 第39回 阪神
臨床アレルギー研究会2009年2月,尼 崎市
4.荻	 野 敏 招聘講演 「花粉症における医療経済学的
検討」 第6回 北摂地区開業医臨床研究会 《耳鼻咽
喉科》2009年4月,大 阪市
5.荻	 野 敏 招聘講演 「ア レルギー性鼻炎のQOL」
大阪アレルギー性鼻炎フォーラム20092009年10
月,大 阪市
6.荻	 野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎 今後の治
療と方向性」 第21回 和歌山耳鼻咽喉科医会臨床セ
ミナー2009年10月,和 歌山市
7.荻	 野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎 最新の治
療」 第6回 関西耳鼻咽喉歌集談会2009年10月, 
大阪市
8.	 荻野 敏 招聘講演 「花粉症の治療」 京都南部耳
鼻咽喉科医療連携ネ ットワーク第5回 学術講演会
2009年11月,京 都市
9.	 荻野 敏 特別企画 「アスピリン不耐症を多角的に
考える」rアスピリン喘息の上気道病変』 アスピリ
ン不耐症 ・難治性喘息研究会20092009年11月,
東京都
10.	 梅下浩司 講演 肝移植症例登録報告 第27回 日
本肝移植研究会2009年7月,三 島市
11.	 梅下浩司 講演 肝臓移植 レジス トリー報告
第45回 日本移植学会2009年9月,東 京
12.	 瀬戸奈津子 シンポジウムn療 養行動支援をどの
ように評価するか 「糖尿病に関するケアの評価」
平成21年 度第3回 日本慢性看護学会学術集会2009
年6月,東 京
13.	 瀬戸奈津子 ランチ ョンセミナー 糖尿病看護スペ
シャリス ト育成へのチャレンジー専門家としての姿
勢に着目して一 平成21年 度第14回 日本糖尿病教
育 ・看護学会学術集会2009年9月,札 幌
14.	瀬戸奈津子 交流集会llr認 定看護師活動はどのよ
うなアウ トカムで測定できるか』話題提供 糖尿病
看護認定看護師による診療報酬獲得へのアプローチ
平成21年 度第14回 日本救急看護学会学術集会
2009年11月,福 岡
N学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
1.OginoS,ItoM,TakeuchiN.Impactofallergicrhinitis
 
onworkproductivityandqualityoflifeandeffectsof
 
treatmentwithantihistamines.8`hCongressofthe
 
EuropeanAcademyofAllergologyandClinical
 
-Immunology(EAACI2009)
 
,June2006,Warszawa,
 
Poland
 
2.Shimizu,Y;Kuroda,K.;Uchiumi,K.;Asou,K.;Murakado,
 
N.;Mori,K.;Seto,N.;Masaki,H.DevelopmentofA
 
NursingProgramtopromoteDiabetesSelf-CareAgency.
 
InternationalCouncilofNursing24thQuadrennial
 
CongressDurban,SouthAfrica27June‐4July2009
 
3.TsukasakiK,MakimotoK,NaganumaR,Omote
 
S,SakakibaraC,IchimoriA.Alongitudinalstudy
 
onsleep,ambulatorybloodpressureandfatigueof
 
familycaregiversprovidinghomecare.poster
 
presentationThe12thEAFON(EastAsianForumof
 
NursingScholars)Tokyo,Japan,March13,2009.
 
4.AraoHDevelopmentofScaleforMeasuringSelf-care
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Agency for Symptom Management of Cancer Pain 10th 
National Conference on Cancer Nursing Research, 2009, 
Febrary, Flolida 
5. 	 Arao H Relation between Self-Care Agency to Manage 
Cancer Pain and Self-Efficacy The 7th International 
Nursing Conference, 2009, Octover, Seoul 
6. 	 Seto N,  Shimizu Y, Masaki H Present conditions and 
issues of continuing education in diabetes nursing: From 
the viewpoint of evaluation for nurturing practical ability 
ICN24th Quadrennial Congress, 2009, 27June-4July, 
Durban 
7. 	 Seto N, Shimizu Y, Ishii H,  Masaki H Continuing 
education program for practical ability of diabetes care 
nurses in Japan  20111World Diabetes Congress I, 2009, 
October, Montreal 
8. 	 Tobita I, Suzuki S, Shimamoto H, Kobayashi T : The 
physical and psychosocial effects of intra-dialytic 
exercise training in hemodialysis patients The 1' 
International Nursing Research Conference of World 
Academy of Nursing Science, 2009, September, Kobe. 
9. 	 Kawasaki Y , Uchinuno A , Otsuka N , Kobayashi T, 
Arao H Nurse's Criteria for Evaluating Self-Care 
Agency of Patients Receiving Outpatient Chemotherapy 
The 1st International Nursing Research Conference of 
World Academy Of Nursing Science, 2009, September, 
Kobe 
10. 	 Shimmitsu S What Can Nurses Do to Prevent 
Repetitive DUUDWI in Japan? From Qualitative 
Analysis on Drunk Driving Situations in the Pathways to 
Alcoholism. The 12th East Asian Forum of Nursing 
Scholars, March 2009, Tokyo 
11. 	Shimmitsu S, Endo  Y, Suwa S Reflections by students 
who lowered self-evaluation during psychiatric nursing 
practicum: An analysis of self-evaluation sheets as 
formative tools. The 1st International Nursing Research 
Conference of World Academy of Nursing Science, 
September 2009, Kobe 
12. 	Yamakawa. M., Makimoto, K., Suto, S., 
Shigenobu, K., Yamamoto, E., Kunimoto, K. 
Objective and subjective indicators of recovery in 
Alzheimer's disease patient with delirium. poster 
presentation, INC 2009.10.29 Seoul. 
13. 	Yamakawa M. , Suto S. , Makimoto K. Use of 
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役割について 第40回 日本看護学会 看護管理
2009年10月,大 阪市
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22.	遠藤淑美,坂 井さゆり,酒 井郁子,飯 田貴映子,根
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23.	 萩野悦子,諏 訪さゆり,酒 井郁子,諏 訪さゆり,飯
田貴映子,根 本敬子,岩 鶴早苗,遠 藤淑美,大 塚眞
理子,丸 山優,坂 井さゆり,人 見裕江,渕 田英津子,
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視点とすることの有効性 第29回 日本看護科学学会
学術集会2009年11月,千 葉市
zs.	 小林珠実,師 岡友紀,福 録恵子,清 水安子,瀬 戸
奈津子,室 井みや,梅 下浩司 看護学を専攻する大
学生の自我同一性地位と専攻領域選択に伴う認識に
関する研究{第1報 〕 日本看護学教育学会第19回 学
術集会2009年9月,北 見市
29.	 小林珠実 終末期がん患者の家族が抱えるスピリチ
ュアルケアニーズ 日本死の臨床研究会2009年11
月,名 古屋市
30.	 福録恵子,趨 虱友紀,瀬 戸奈津子,小 林珠実,梅 下
浩司,室 井みや,清 水安子 看護学を専攻する大学
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32.福	録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子,太 田暁美,木 村
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39.白 井里佳,鰮 友紀,京 力瑞穂,新 開裕幸,呉 聖人,
山辺え り,田 中博子 看護基礎教育段階での簡易型
一次救命処置演習の効果について 第11回 日本救急
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小林哲郎,門 田守人,牧 本清子 食道手術における
手術部位サーベイランス 示説.第24回 日本環境
感染学会学術集会.横 浜.2009.2.28
44.	 山 弛純瑚,0真 貴,荻 野 敏,入 船盛弘,菊 守 寛,
馬場謙治 スギ花粉症 に対するプランルカス ト初期
投与の有効性一下気道に対する効果 第21回 日本ア
レルギー学会春季臨床大会2009年6月 岐阜市
45.	 宙_由 優,倒 藍真貴,血0,加 藤王晶,荻 野 敏
大学生のアレルギー疾患とQOL:そ れにかかわる因子
第27回 日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会2009
年2月 千葉市
46.	 Y紀 壬,俚 藤真貴,加藤壬晶,荻 野 敏,菊 守 寛,
亀 田 誠 大阪府におけるアレルギー疾患を有する
児童生徒の実態調査一アレルギー性鼻炎 ・花粉症を
中心に 第27回 日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会
2009年2月 千葉市
47.	 俚藤真貴,血0,加 藤王晶,蓖_由 優,荻 野 敏,
有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守
寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,
野瀬道宏 スギ花粉症患者の労働生産性に対する薬
剤の影響一JRQLQ、WPAI-ASを 用いて 第27回 日本耳
鼻咽喉科免疫アレルギー学会2009年2月 千葉市
48.	 加藤王晶,伊 藤真貴,盤,亶_由 優,荻野 敏,
有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守
寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,
野瀬道宏 スギ花粉症患者における日中の眠気の花
粉症症状/QOLへ の影響 第27回 日本耳鼻咽喉科免
疫アレルギー学会2009年2月 千葉市
49.	 加藤王贔,便藤真貴,盥E,達L血 優,荻 野 敏,
有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守
寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,
野瀬道宏 スギ花粉症患者における日中の眠気に対
する薬剤の影響 第21回 日本アレルギー学会春季臨
床大会2009年6月 岐阜市
50.	富_由 優,俚 藤真豈,Yy.,加 藤王晶,重 山優
王,荻 野 敏,有 本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大
川内一郎,菊 守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城
晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏,長 野拓三 スギ花粉症
太文字=教員2重 鎧 生 下線=院士学生 点線=学部生 
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患者とア トピー性皮膚炎患者のQOLの 比較:SF-8を
用いて 第21回 日本アレルギー学会春季臨床大会
2009年6月 岐阜市
51.加 藤王晶,亶_由 優,荻 野 敏 大阪府におけるア
レルギー疾患を有する児童生徒の実態調査 一アレル
ギー性鼻炎 ・花粉症 第14回 鼻アレルギー治療研究
会2009年6月 東京都
52.;1;,加	 藤王a,亶_由 優,荻 野 敏,入 船盛
弘 鴨花粉飛散量からみたスギ花粉症患者の症状およ
びQOL:2006～2009年 の比較 第48回 日本鼻科学会
2009年10月 松江市
53.薑L由	優,加 藤王贔,荻 野 敏,入 船盛弘 スギ花
粉症患者の労働生産性と症状 ・QOLと の関連 第48
回日本鼻科学会2009年10月 松江市
54加	藤 王」晶,畜_由 優,荻 野 敏 スギ花粉症患者の
症状 ・QOL・日中の眠気:2008年 と2009年 の比較 第
48回 日本鼻科学会2009年10月 松江市
55.長	野拓三,加 藤王晶,畜_由 優,雌,荻 野 敏
アレルギー性鼻炎合併の有無によるア トピー性皮膚
炎患者のQOLの 比較 第59回 日本アレルギー学会秋
季学術大会2009年io月 秋田市
56.入	船盛弘,加 藤王品,亶_由 優,;i.,荻 野 敏,
有本啓恵,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,瀬 尾
律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏
花粉飛散量か らみたスギ花粉症患者の症状および
QOL:2006～2009年 の比較 第59回 日本アレルギー
学会秋季学術大会2009年10月 秋田市
57.加	藤王晶,鹽 二血優,艦,荻 野 敏,有 本啓
恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,
瀬尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬
道宏 スギ花粉症患者の日中の眠気一花粉飛散量の
影響 第59回 日本ア レルギー学会秋季学術大会
2009年10月 秋田市
58.歯_由	優,加 藤王晶,雌,荻 野 敏,有 本啓
恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,
瀬尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬
道宏 スギ花粉症患者の労働生産性と症状・QOLの関
連:2008年 と2009年 の比較 第59回 日本アレルギ
ー学会秋季学術大会2009年10月 秋田市
59.小1齟	銚朱,加 藤王晶,壷 」由優,荻 野 敏,有 本啓
恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,
瀬尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬
道宏 スギ花粉症患者の症状とQOL:薬 剤の影響 第
59回 日本アレルギー学会秋季学術大会2009年10
月 秋田市
60.西 山直毅,遠 藤淑美,心 光世津子 うつ病者の回復 
への転機 とその心理過程一うつ病者の手記の分析
第29回 日本看護科学学会学術集会2009年11月,
千葉市
V	 講演会
1.	 清水安子 第12回 石見糖尿病談話会 特別講演 「看
護師が捉える糖尿病患者のセルフケア能力とは?」
浜田医療センター 平成21年8月29日
z.	 清水安子,黒 田久美子,内 海香子,瀬 戸奈津 子
第2回 糖尿病看護認定看護師のためのフォローアッ
プ研修 特別講演 日本看護協会 看護教育 ・研究
センター 平成21年3月7日
3.	 瀬戸奈津子 皮膚排泄ケア認定看護師のためのフォ
ローアップ研修 講演 「糖尿病合併症管理料導入に
関する報告」2009年1月,東 京
4.	 瀬戸奈津子 平成20年 度 大阪大学医学部附属病院
看護部新任臨地実習指導者院内研修2009年2月,
大阪
5.	 瀬戸奈津子 第23回 山形県糖尿病教育スタッフ会
講演2009年1月,山 形
6.	 瀬戸奈津子 平成21年 度小児救急看護認定看護師の
ためのフォローアップ研修 講演 「糖尿病看護認定
看護師 と診療報酬一診療報酬獲得へのアプローチ
ー」2009年1月,東 京
7.	 瀬戸奈津子 第31回 近畿 ・糖尿病の 自己管理を考え
る会 シンポジウム療養指導の資格 と役割 「糖尿病
看護認定看護師について」2009年9月,大 阪
8.	 瀬戸奈津子 日本糖尿病教育・看護学会主催 糖尿
病重症化予防(フ ッ トケア)研 修ア ドバンスプログ
ラム 講演 「フッ トケアにおけるリスクマネジメン
ト」2009年11月,東 京
9.	 瀬戸奈津子 第14回 北海道糖尿病看護研究会基調講
演 「糖尿病看護の実践を評価するためのチャレンジ」,
2009年11月,札 幌
10.	 瀬戸奈津子 ランチ ョンセミナー 「ライフサイク
ルからみた糖尿病療養指導と看護」第2回 中四国糖
尿病研修セミナー,2009年11月,高 松
11.	 遠藤淑美 精神科看護における⊇ミュニケーション,
日本精神科看護技術協会大阪府支部研修会,2009年
12月,大 阪
12.	 遠藤淑美 対人関係論,日 本精神科看護技術協会一
般精神科看護研修会,2009年7月,大 阪
13.	 遠藤淑美 対人関係論,日 本精神科看護技術協会一
般精神科看護研修会,2009年8月,京 都
14.	竹 内佐智 恵NANDAの 看護診断 に関する研修会
防衛医科大学校病院2009年9月12日,埼 玉
太文字=教 員2重 纏三豐 生 下線e院 士学生 点線=学 部生 
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15.心	光世津子 日本精神科看護技術協会研修会 看護
管理 主任 ・師長編 「臨床における看護研究」2009
年12月,京 都
16.雌	 え 財団法人浅香山病院看護部 看護 トピ
ックス研修 「老年期の特性」2009年5月,大 阪
M報 道
1.牧	 本清子 介護50話 毎日新聞 介護50話 企

画 ・編集

2.瀬	 戸奈津子 日々、大過なく<下 〉糖尿病患者のサ
ポー ト 療養指導士 医師と連携 し生活環境を注視
産経新聞2009年4月30日
Vll主 催学会
1.学	会 な し
2.セ	ミナー
1.瀬 戸奈津子 大阪府看護協会看護臨床研修制度あ り
方検討会主催 第1回 「新人看護師臨床研修モデル
事業の取 リ組みの実際」先行事例から学ぶ新人看護
師研修2009年2月
2.瀬	 戸奈津子 大阪府看護協会看護臨床研修制度あり
方検討会主催 第2回 「新人看護師臨床研修モデル
事業の取 り組みの実際」先行事例から学ぶ新人看護
師研修2009年12月
3.研	究会
1.牧	 本清子 第19回 日本看護ク リティカルシンキン
グ研究会2009年3月7日 、8日 神戸市
2.牧	 本清子 第20回 日本看護クリティカルシンキン
グ研究会2009年10月3日 、4日 神戸市
3.遠	 藤淑美,心 光世津 子 精神科看護事例検討会
2009年1,5,9月 大阪2009年3,7,11月 京都
4.池	 田光穂,霜 田求,中 岡成文,山 中浩司,心 光
世津子 大阪大学医療人文学研究会
4.講	習会
1.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会主催 糖尿
病重症化予防(フ ッ トケア)研 修ア ドバンスプログ
ラム2009年11月
5.そ	の他
1.清	 水安子,西 村ユミ,遠 藤淑美,瀬 戸奈津子,他
質的研究勉強会
2.菊	 永恭子,久 保田睦子,馬 場千恵子,古 山景子,
山地陽子,瀬 戸奈津子 交流集会1「血糖パターンマ
ネジメントをマスターしよう!Part4」 第14回 日本
糖尿病教育 ・看護学会学術集会2009年9月
3.'大	倉瑞代,小 林美保,肥 後直子,岡 崎優子,両 田美
智代,杉 宮伸子,山 崎歩,小 林貴子,数 間恵子,
瀬戸奈津子,森 加苗愛,米 田昭子,杉 田和枝,中 村
慶子,任 和子 交流集会2「r糖 尿病重症化予防(フ
ットケア)研 修』の報告と今後の課題」第14回 日本
糖尿病教育 ・看護学会学術集会2009年9月
珊	 受賞 な し
lX特 許 なし
X共 同研究
1.国	内公的機関 な し
2.国	内民間研究機関 な し
3.国	外公的機 関 な し
4.国	外民間研究機関 な し
X[研 究費
1.校	費 なし
2.科	学研究費補助金
1.梅 下浩司(分 研究担者)腎 臓移植の成績向上をめ
ざした臨床データ解析を目的とした症例登録と追跡
制度の確立並びに ドナー及びレシピエン トの安全性
確保とQOL向 上に関する研究 平成21年 度厚生労働
科学研究費補助金
2.清	 水安子(研 究代表者)黒 田久美子,内 海香子,
麻生佳愛,村 角直子,瀬 戸奈津子,正 木治恵(研 究
分担者)糖 尿病セルフケア能力測定ツールを活用 し
た看護援助 プログラムの開発 平成20～21年 度
科学研究費補助金(基 盤研究C)
3.荒 尾晴惠(研 究代表者)ト ータルペインとしてのが
ん疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開発
と検証平成21年 ～24年 度 文部科学省科学研究費
補助金(基 盤研究B)
4.荒 尾晴惠(研 究代表者)化 学療法による認知機能障
害がもた らすセルフケア不足を支援する介護介入の
検討 平成20年 度～22年 度 文部科学省科学研究
費補助金(挑 戦的萌芽研究)
5.荒	 尾晴恵(連 携研究者)が ん看護領域における効果
的外部コンサルテーシ ョン導入プロセスの 構造に
関する研究 平成18～21年 度 文部科学省科学研究
費補助金(基 盤研究B)
6.瀬	 戸奈津子(研 究代表者)糖 尿病看護における実践
能力育成プログラムの開発 平成20～22年 度 文部
科学研究費補助金(基 礎研究C)
7.遠 藤淑美(研 究代表者)統 合失調症の身体性を育
む看護援助 に関する研究一身体性志向的看護援助の
確立 平成21年 ～22年 度 文部科学省科学研究費
太文字=教員2一 生 下線=院士学生 息纏≡学部生 
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(挑戦的萌芽)
8.酒 井郁子(研 究代表者)遠 藤淑美(研 究分担者)他,
高齢脳卒中患者の自我発達を促進する学習教材の開
発と効果測定,科 学研究補助金(基 盤研究C)
9.酒	 井郁子(研 究班研究代表者),遠 藤淑美(研 究班研
究分担者)他,高 齢者の生活リズム障害に関するケ
アプロ トコールの開発と臨床適用,日 本老年看護学
会,高 齢者の胃ろう閉鎖,膀 胱留置カテーテル抜去
を安全かっ効果的に実施するためのアセスメン ト・
ケアプログラム開発に関する調査研究事業,厚 生労
働省老人保健事業推進費等補助金,平 成20年 度老人
保健健康推進等事業
10.福	録恵子(研 究代表者),清 水安子,瀬 戸奈津子,
小林珠実(研 究分担者),齟 跛 記(連 携研究者)他
円背高齢者の活動量を高める認知バランス トレーニ
ングプログラムの開発と検証 文部科学省研究費補
助金,(基 盤研究C),2008-2010
11.鯛	 友紀 科学研究費補助金 若手研究(B)生 体
肝移植術後 ドナーのQOL尺 度の開発2009-2011.
3.受	託研 究費 な し
4.奨	学寄付金
1.心	 光世津子(研 究代表者)精 神看護学実習へのl
CF(国 際生活機能分類)の 視点導入に向けた実習
教材開発 平成20,21年 度笹川科学研究助成金(実
践研究部門)研 究協力者 遠藤淑美,諏 訪さゆり
5.大	学改革推進等補助金 な し
粗	 学会 ・職能 団体等の役員活動
1.会	長 ・理事長 な し
2.理	事 ・幹事
1.梅 下浩司 日本移植学会幹事
2.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会理事
3.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学教育学会理事
4遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会常任理事
5.遠 藤淑美 日本生活指導学会理事
3.評 議員
1,梅 下浩司 日本移植学会評議員
2.梅 下浩司 日本消化器外科学会評議員
3.梅 下浩司 日本肝胆膵外科学会評議員
4梅 下浩司 日本医療機器学会評議員
5.梅 下浩司 日本手術医学会評議員
6.梅 下浩司 日本外科感染症学会評議員
7.梅 下浩司 日本臓器保存生物医学会評議員
8.梅 下浩司 日本肝臓学会西部会評議員
9.梅 下浩司 近畿外科学会評議員
10.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会評議員
11.荒 尾晴惠 日本がん看護学会評議員
12.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会評議員
13.遠 藤淑美 日本看護医療学会評議員
4.支	部長 な し
5.委	員長 ・副委員長
1.清	 水安子 日本糖尿病教育・看護学会編集委員会委
員長
2.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会総務委員長
3.瀬	 戸奈津子 大阪府看護協会 看護臨床研修制度
あり方検討委員会 副委員長
4.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学教育学会
広報委員会委員長
5.遠	 藤淑美 日本精神科看護技術協会教育認定委員
会委員長
s.委	員
1.梅	 下浩司 肝移植 に関する作業班(厚 生労働省)
委員
z.梅 下浩司 脳死肝移植適応評価委員
3.梅 下浩司 日本移植学会登録委員
4.梅 下浩司 日本肝移植研究会登録委員
5.梅 下浩司 日本肝移植研究会プロジェク ト委員
6.梅 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー安全対策委員
7.梅 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー調査委員
8.清	 水安子 日本糖尿病教育・看護学会研究推進委員
会委員
9.清	 水安子 大阪府看護協会 認定看護管理者制度
教育課程運営委員会委員
10.荒	尾晴惠 日夲がん看護学会教育研究活動委員会
委員
11.瀬	戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学教育学会
編集委員会委員
12.瀬	戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学教育学会
研究推進委員会委員
13.瀬 戸奈津子 日本糖 尿病教育 ・看護学教育学会
糖尿病重症化予防(フ ッ トケア)研 修推進委員会
委員
14.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会 政策委員会委員
15.遠 藤淑美 大阪府看護協会調査研究倫理審査委員
16.遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会査読委員
17.遠 藤淑美 日本精神保健看護学会査読委員
18.遠 藤淑美 日本看護医療学会査読委員
19.福	録恵子 大阪府看護協会 脳卒中リハ ビリテーシ
ョン看護認定看護師教育課程 入試委員
7.そ	の他
1.遠 藤淑美 財団法人浅香山病院看護部非常勤講師
太文字e教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線e学 部生
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1論 文
1.学	 術 論 文 
1.OhyaT,NagaiT,ArakiY,YanagawaT,TanabeT,
 
IyodaK,KuriharaM,YamamotoK,MasunagaK,
 
IizukaC,NagamitsuS,YamashitaY,AwayaY,
 
MaekawaK,MatsuishiT:ResearchGrouponAdverse
 
EffectsofVaccinationinPatientswithNeurological
 
Disorders."Apilotstudyonthechangesinimmunity
 
afterACTHtherapyinpatientswithWest
 
syndrome."BrainDev.200931(10):739-43.
 
2.TanabeT,AwayaY,MatsuishiT,IyodaK,Nagai 
T,KuriharaM,YamamotoK,MinagawaK, 
MaekawaK:"Managementofandprophylaxisagainst 
statusepilepticusinchildrenwithseveremyoclonic
epilepsyininfancy(SMEI;Dravetsyndrome)一一a 
nationwidequestionnairesurveyinJapan."BrainDev. 
2008Nov;30(10):629-35. 
3.FukikoAndo,KazutomoOhashi.Posteriorpelvicpain
 
provocationtestidentifiespregnantwomenwith
 
disabilityindailyactivity.NursHealthSci11(1),3-9,
 
2009
 
4.KeikoYano,KazutomoOhashi.Interprofessionalteam
 
approachtoinfertilitytreatmentinJapan.ReprodMed
 
BiolPublishedonline:17Nov,2009DOI
 
10.1007/s12522-009-0038-5

5.新	 家 一 輝,藤 原 千 惠 子 小 児 の 入 院 と 母 親 の 付 き 添
い が 同 胞 に 及 ぼ す 影 響 一 同 胞 の 否 定 的 変 化 と 肯 定 的
変 化 と の 関 係 一 第39回 日 本 看 護 学 会 論 文 集 一 小 児
看 護 一2009年26-28頁
6,宮 野 遊 子,武 内 紗 千,藤 原 千 惠 子 小 児 科 外 来 に お
け る 看 護 師 お よ び 母 親 一 の 子 ど も に 対 す る 援 助 に 影
響 す る 要 因 鹽 第39回 日 本 看 護 学 会 論 文 集 一 小 児 看 護
一2009年275-277頁
7.村	 田 絵 美,藤 原 千 恵 子 入 院 生 活 に お け る 幼 児 後 期
の 子 ど も の 遊 び 体 験 に 対 す る 親 の 認 識 小 児 保 健 研
究2009年68巻1号46-52頁
&藤	 原 千 惠 子 患 者 の レ ジ リ エ ン ス を 引 き 出 す 看 護 職
者 の 支 援 看 護 研 究2009年42巻1号37-44頁
9.富	 永 康 仁,岩 谷 祥 子,北 井 征 宏,橋 本 奈 津 子,新 谷
研,下 野 九 理 子,沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,大 薗 恵 一
「ケ トン 食 療 法 を 行 な っ た 歯 状 核 赤 核 淡 蒼 球 ル イ 体
萎 縮 症 の!例 」,大 阪 て ん か ん 研 究 会 雑 誌2009年
10月20巻1号27-32頁 
10. 北井征宏,池 田 妙,岩 谷祥子,新 谷 研,富 永康
仁,下 野九理子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗恵一
「ガンマグロブリン療法が著効した難治性てんかん
性 スパ スムの一例 」	 大 阪てんかん研 究会 雑誌
(0918-9319⊃2009年10月20巻1号13-19頁
11.	 藤丸季可,稲 田 浩,木 野 稔,里 村憲一,塩 見正
司,鈴 木美智子,高 田慶応,田 川哲三,田 辺卓也,
永井利三郎 大阪小児科医会勤務医部会(病 気を持
った子どもの教育 ・保育問題委員会)「学校医 ・園医
の現状と問題点に関する意識調査」 日本小児科学
会雑誌2009年9月113巻9号1431-1435頁
12.	 大澤真木子,井 上有史,亀 山茂樹,加 藤天美,松 浦
雅人,永 井利三郎,大 塚頌子,渡 辺雅子 日本てん
かん学会薬事委員会 「フェニ トイン注射薬の使用
実態調査 日本てんかん学会評議員 ・会員を対象と
したアンケー ト調査」 てんかん研究27巻1号
51-58頁
13.	 由井千鶴 鈴木理保子,坂 口けさみ,徳 武千足,芳
賀亜紀子,金 井 誠,市 川元基,大 平雅美,上 條陽
子,近 藤里栄,保 谷ハルエ,島 田三惠子 母親の出
産満足度に影響する要因と育児生活肯定感および自
尊感情との関係.長 野県母子衛生学会誌11:9-17, 
2009
14.	 芳賀亜紀子,坂 口けさみ,湯 本敦子,徳 武千足 金
井 誠 大平雅美,市 川元基,上 條陽子,近 藤里栄,
島田三恵子 就学前の子どもを持つ父親および母親
の行く自意識と育児参加の実態比較.長 野県母子衛
生学会誌11:18-24,2009.
15.	 河上智香(2009):在 宅中心静脈栄養法を施行してい
る学童期の子 どもと親のレジリエンス 看護研究, 
42(1),27-35.
16.	 池田友美,郷 間英世,永 井利三郎,武 藤葉子,牛 尾
禮子 「肢体不自由養護学校における看護師と養護
教諭の役割に関する調査」 小児保健研究2009年
1月68巻1号74-80頁
17.	 久我原朋子,安 藤布紀子,酒 井ひろ子,正 泉寺弥生,
大橋一友 妊婦の歯周病と口腔内自覚症状 ・口腔ケ
アとの関連 母性衛生50(1),94-101,2009
18.	 酒井ひろ子,大 橋一友 新生児を育てる母親のス ト
レッサー尺度の開発 日本母性看護学会誌9(1〕, 
1-8,2009
19.	 矢野惠子,大 橋一友,八 木橋香津代,塩 沢直美,此
川愛子 治療経験者から見た不妊医療チームにお
ける 「橋渡 し」一連想法を取 り入れた面接調査より
一 日本不妊カウンセ リング学会8(2) ,2009
zo.	新川治子,島 田三惠子,早 瀬麻子,乾 つぶら 妊娠
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中のマイナー トラブルの発生状況に関する全国調査
助産学会誌23(1}:48-58,2009
21,齋藤 香,三 木め ぐみ,新 田紀枝,池 美保,熊 谷
由加里,西 尾善子 外表奇形のある患児をもつ母親
に対するカンガルーケアの検討 第39回 日本看護学
会論文集 小児看護:116-118>2009
2.会	議録 
1.KaoriKinouchi,KanaTokuyama,YukikoAkai,Tomoko
 
Fukuhara,HiroeTakahashi,TadashiTanbaraPregnant
 
Womman'sAwerenessofBeddingASRA/JSSR/JSC
 
JointCongress2009PROGRAM&ABSTRACT
 
Oct.2009p233

2.文 字 智子,仁 尾 かお り,藤 原 千惠子 ダ ウ ン症の子
どもを もつ母 親 の レジ リエ ンス ー 自立 に向 けた か
かわ りによ る レジ リエ ンス の差 異 一 第56回 日本
小児保健 学会 講演集2009年10月237頁
3.柴	 枝理 子,藤 原千惠 子 幼児 を育 てる母親 の食事や
食生 活 に対 する意 識 とその 現状 第56回 日本小 児保
健学会 講演集2009年10月244頁
4.文	 字智子,仁 尾か お り,藤 原千 惠子 思春期 ・青年
期の ダ ウ ン症 の子 どもをも つ母 親の レジ リエ ンス
ー背 景要 因 によ る差異 一,日 本 小児 看護 学会 第19
回学術集 会講演 集2009年7月156頁.
5.常	 松惠子,藤 原 千惠 子 初 めて生活 を ともにするわ
が子 への 父親 の かかわ り 第35回 日本看 護研 究学
会雑誌2009年8月32巻3号 頁
6.藤	 田優一,藤 原 千惠 子 成人 との混合 病棟で 小児看
護を 実践 す る看護 師 の職務 ス トレス ー小児 患者 割
合 別 での 比較 第40回 日本 看護 学会 抄録集 一看 護
管理,2009年10月409頁.
7.藪	 内夏美,藤 原 千 恵子2歳 児 を もつ母親 の 育児
への 思 いにつ い ての分 析 一掲示板 に投稿 され たイ
ライ ラ感 に注 目 して 一 第56回 日本 小児保 健 学会
講演集2009年10月153頁
8.仁	 尾か お り,文 字 智子,藤 原 千惠子 ダ ウン症 の子
どもを もつ母親 の 自立 に関す る認識 に よる レジ リ
エ ンスの 差異 一 日本 家族 看護 学会 第16回 学術 集
会講演集2009年9月131頁.
9.新	 家 一 輝,藤 原 千 惠子,石 井 京 子,河 上 智 香,
泉_美 賚,山 坦 晃 子,倉 橋 理香,武 内紗千,遵 杢墓
摘,入 院 児 の き ょ うだ い の 人 格 的成 長 尺 度 の 作 成
日本家族 看護 学会第16回 学術集 会講演 集2009年9
月186頁.
10.富 永康仁,池 田 妙,橋 本奈津子,岩 谷祥子,北 井
征宏,新 谷 研,木 村志保子,下 野九理子,沖 永剛
志,平 田雅之,貴 島晴彦,加 藤天美,永 井利 三郎,
大薗恵一 当科における小児科期発症の側頭葉てん
かん症例の臨床的検討 てんかん研究2009年9月
27巻2号41頁
11.下	野九理子,青 天 目信,橋 本奈津子,柳 原恵子,
富永康仁,沖 永 剛志,毛 利郁子,谷 池雅子,永 井
利三郎,大 薗恵一GlucoseTranspporter異 常症に
おけるFDG-PEτ とてんかん予後について てんかん
研究2009年9月27巻2号71頁
12.橘	 雅弥,北 井征宏,村 田絵美,山 本知加,酒 井佐
枝子,加 藤久美,下 野九理子,毛 利育子,沖 永剛志,
'永 井利三郎
,大 薗恵一,谷 池雅子 先天性サイ トメ
ガロウイルス感染症と広汎性発達障害を合併 した2
症例 脳と発達2009年5月41巻$UpplS346頁
13.富	永康仁,森 田祥子,北 井征宏,橋 本奈津子,新 谷
研,下 野九理子,沖 永剛志,柳 原恵子,永 井利三郎,
大薗恵一 てんかんで発症 し,失 調 ・発達遅滞を伴
わないGlut-1異 常症の女児例 脳と発達2009年5
月41巻SupplS335頁
14.森	田祥子,下 野九理子,北 井征宏,新 谷 研,富 永
康仁,沖 永剛志,貴 島晴彦,加 藤天美,谷 池雅子,
永井利三郎,大 薗恵一 てんかん外科手術を施行 し
たWest症 候群6例 における予後の検討 脳と発達
2009年5月41巻SUpplS319頁
15.北 井征宏,森 田祥子,新 谷 研,富 永康仁,下 野九
理子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗惠一 難治性ス
パス ムに対するガ ンマグ ロブ リン療法 の有効性
脳と発達2009年5月41巻SUpplS318頁
16.沖 永剛志,森 田祥子,北 井征宏,新 谷 研,富 永
康仁,下 野九理子,鳥 邊泰久,永 井利三郎,大 薗恵
一 発作性運動誘発性舞踏アテ トーゼと側頭葉てん
かんが併存した家系の臨床的検討 脳と発達2009年
5月41巻SupplS309頁
17.鍋	谷まこと,村 上清孝,船 戸正久,三 宅 理,斎 藤
利雄,金 太章,永 井利三郎,田 中順子,若 宮英司
発達障害児のための支援ネッ トワーク形成に関する
アンケー ト 診療所 に対するアンケー ト調査結果
脳と発達2009年5月41巻$UpplS300頁
18.下	野九理子,橋 本奈津子,北 井征宏,橘 雅弥,
新谷 研,富 永康仁,沖 永剛志,酒 井規夫,毛 利育
子,谷 池雅子,永 井利三郎,大 薗惠一 痙性斜頸 に
対するボツ リヌス療法の治療経験 脳と発達2009年
5月41巻SupplS206頁
19.今	井克美,沖 永剛志,木 村志保子,神 尾範子,青 天
目信,下 野九理子,大 薗恵一,柳 原恵子,永 井
利三郎	 グル コース トラ ンスポーター1異 常症
(Glut-1DS)診 断における誘発電位の有用性(第 一報1
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正中神経刺激体性感覚誘発電位の低反応 脳と発達
2009年5月41巻$UpplS255頁.
zo.	 青天目信,下 野九理子,森 田祥テ,北 井征宏,新 谷
研,富 永康仁,三 善陽子,沖 永剛志,柳 原恵子,今
井克美,永 井利三郎,大 薗恵一 成長ホルモン補充
療法を施行 したグル コース トランスポーター1異 常
症の3例 脳と発達2009年5月41巻SUpplS242
頁
21.	 山本知加,加 藤久美,村 田絵美,福 田祥子,鳫 野
雪保,植 野絹子,前 野敏也,福 田雅一,毛 利育子,
永井利三郎,大 薗恵一,谷 池雅子5歳 児相談にお
ける行動観察によるスク リー;ン グ法の開発 第56
回日本小児保健学会2009年10月 第56回 日本小
児保健学会93項
22.	 加藤久美,鳫 野雪保,植 野絹子,前 野敏也,福 田
雅一,福 田祥子,村 田絵美,山 本知加,毛 利育子,
永井利三郎,大 薗恵一,谷 池雅子 政令指定都市に
おける5歳 児発達相談の役割一堺市5歳 児発達相談
テス ト事業平成20年 度相談実績より一 第56回 日
本小児保健学会2009年10月139項
23.	 安井まどか,大 橋一友 女子大学生の過去の運動,
食生活,睡 眠と骨密度との関連 大阪母性衛生学会
雑誌45(1),92-97,2009
24.	 鈴井江三子,久 我原朋子,池 田理恵,大 橋一友,
判治康代'妊 婦の身体感覚と胎児への愛着の関係性
一初産婦と経産婦の比較 ・検討一 日本助産学会誌 
22(3),365,2009

25.	 久我原朋子,鈴 井江三子,大 橋一友 妊婦の口腔内
の健康状態 と喫煙習慣との関連 日本助産学会誌 
22(3),391,2009
26.	 大橋一友 尿中コチニンを用いた妊婦の喫煙状況の
縦 断調査 と喫煙 防 止 日本 産 科婦 人科 学会 誌 
61(2),667,2009
27.	 田中恵子 初めての子どもをもつ両親の育児の意味
づけ一第23回 日本助産学会学術集会論文集2009
年3月348頁
zs.	 田中恵子 初めての子どもをもつ両親の親意識の変
化一第11回 日本母性看護学会抄録集2009年6月
51頁
zs.	 新 田紀枝,河 上智香,高 城智圭,高 城美圭,常 松
惠子,O,上 田惠子,石 井 京 子,藤 原
千惠子 看護職者 による患者家族 レジ リエ ンス支
援 一患者家族 レジリエ ンス支援に影響する要因一
日本家族看護学会第16回 学術集会講演集2009年9
月107頁
30.	新田紀枝 補助人工心臓装着患者および家族への支 
援～家族支援の立場から～ 日本医工学治療学会第
25回 学術大会抄録集2009年4月68頁
31.	 高城智圭,新 田紀枝,河 上智香,高 城美圭,常 松
惠子,北 塵,上 田恵子,石 井 京 子,藤 原
千惠子 看護職者による患者家族 レジ リエンス支
援 一看護経験年数および職務キャ リァによる実施
の差異 一 日本家族看護学会第16回 学術集会講演
集,2009年9月108頁.
32.	 河上智雷,武 内紗千,藤 原千惠子 看護師の属性
による入院児のきょうだい支援の差異,日 本小児看
護学会第19回 学術集会講演集,2009年7月189頁.
33.	 河上智香,高 城智圭,新 田紀枝,高 城美圭,常 松
惠子,0,上 田惠子,石 井京子,藤 原千惠子
看護職者による患者家族レジリエンス支援一患者家
族のレジリエンス支援め構造一 日本家族看護学会
第16回 学術集会講演集2009年9月106頁
34.	 武 内紗千,河 上智 香,新 家 一輝,倉 橋 理香,
皐_萋 査,止 且D,山 ・・_,IE,石 井京子,藤 原
千惠子 病棟の違いによる入院児のきょうだい支援
に対する看護師の認識と実践の差異 第40回 日本看
護学会抄録集一小児看護,2009年9月113頁
35.	 赤井由紀子,田 中響,木 内佳織,福 山智子,高 橋弘
枝,徳 山可奈,山 田裕子,丹 原正 妊婦の睡眠につ
いてASRAIJSSRIJSCJointCongress2009
PROGRAM&ABSTRACT2009年10月202頁
36.	 木内佳織,伊 藤 絵美.,徳 山可奈,福 山智子,高 橋
弘枝,赤 井由紀子 高校生の母性理念と対児感情の
性差 第40回 日本看護学会母性看護2009年8月
109頁
37.	 高田一美,古 藤 雄太,永 井利三郎 就学前児のMR
ワクチ ン接種状況に関する検討一母親の勤務形態,
2回 制度情報 との関連一 第56回 日本小児保健学
会2009年10月174項
38.	 西主旭且壬,大 橋一友 産後1ヶ 月の父親のうつ状態
のリスクファクターおよび母親の産後うつ状態との
関連 日本助産学会誌22〔3),344,2009
39.	 安藤布紀三E,大 橋一友 妊娠中の骨盤痛に対する骨
盤ベル トの効果 日本助産学会誌22{3),422, 
2009
40.	 差関敦壬,大 橋一友 第1子 を出産 した娘への里帰
り支援 における実母の役割認識 日本助産学会誌 
22(3),461,2009
41.	 池巴友美,永 井利三郎,加 藤久美,毛 利育子,谷 池
雅子 運動発達障害児の睡眠と問題の特徴 第56回
日本小児保健学会2009年10月182項
42.	池旦友美,永 井利三郎,谷 池雅子,毛 利育子,加 藤
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久美 精神運動発達障害児の睡眠の状況に関する質
問紙調査 脳と発達2009年5月41巻SUpplS307
頁
43.奥	野盗壬,毛 利育子,谷 池雅子,酒 井佐枝子,山 本
知加,吉 崎亜里香,加 藤久美,橘 雅弥,村 田絵美,
辰巳愛香,岩 坂英巳,永 井利三郎 広汎性発達障害
をもつ子どもの親へのペアレン トトレーニング{少
人数 ・短縮型}の 有効性の検討 脳と発達2009年5
月41巻SupplS203頁
440,村 上光江,近 藤美津子,藤 原千惠子 新
人研修で講師経験を した看護師の認識 一先輩看護
師を起用 した ことによる教育効果 と課題一 第40
回日本看護学会抄録集一看護教育2009年8月23頁.
45.泉_蓋 査,近 藤美津子,村 上光江,藤 原 千惠子
新人研修に対する新人看護師の認識一先輩看護師
を講師に起用 した学習効果と課題 一 第40回 日本
看護学会抄録集 一看護教育2009年8月24頁.
46.文	屋ルミ,泉 一_美査,高 田一美,河 上智香,藤 原
千惠子 看護学生の保育所実習前後における子 ど
もイメージの変化 第40回 日本看護学会抄録集 一
看護教育2009年8月203頁.
47.倉	橋理香,新 家一輝,廴 萋査,山 且D,山 奉
.".,武 内紗千,河 上 智香,石 井京 子,藤 原
千惠子 小児の入院 と母親の付き添いがきょうだ
いに及ぼす影響～きょうだ いの情緒 と行動の問題
の程度 と属性 ・背景因子との関連性 第40回 日本
看護学会抄録集一小児看護,2009年9月110頁.
48,盛	山圭壬,島 田三恵子 妊娠先行結婚の母親の対児感
情 ・母親役割獲得 ・夫婦関係との関連.第56回 日本
小児保健学会抄録,126頁,2009
49.撞	丿⊥Yv,池 坦友美,泉_美 香,荒 井 洋,虫 明
聡太郎,永 井利三郎 在宅で経管栄養を長期に行っ
ている子どもの食事に関する母親の認識 第56回 日
本小児保健学会2009年10月137項
50.山	毋 晃王,新 家一輝,泉_美 香,倉 橋理香,山0
撞,武 内紗千,河 上智香,石 井京子,藤 原千惠子
小児の入院と母親の付き添いによるきょうだいの
肯定 的変化 の程度 と属性 ・背景要因 との関連性
日本家族看護学会第16回 学術集会講演集2009年9
月187頁.
51.加 藤多樹郎,山 杢菜撞,西 川麻菜美,藤 原千恵子
幼児後期の子 どもを持つ親の しつけに対する意識
と実 際 の関わ り一父親 と母親 の認 識 の比 較 一
第56回 日本小児保健学会講演集2009年10月160頁
52.西	川麻菜美,加 藤多樹郎,_"..IE,藤 原千惠子
幼児後期の子 どもを持つ親の しつけに対する意識
と実際の関わ り一父親の属性 ・しつけ体験による認
識の差異一 第56回 日本小児保健学会講演集2009
年10月213頁
53.山	杢墓1置,西 川麻菜美,加 藤多樹郎,藤 原千惠子
幼児後期の子どもを持つ親 のしつけに対する意識
と実際の関わり一母親の属性 ・しつけ体験による認
識の差異一 第56回 日本小児保健学会2009年10
月213頁
54.古	藤雄 太,高 田一美,丸 山あ一ゆみ,永 井利三郎
就学前児のMRワ クチン接種状況に関する検討一情
報源の役割を中心に一 第56回 日本小児保健学会
2009年10月130頁
3.研	究報告
1.藤 本篤士,武 井典子,大 橋一友,岩 久正明,竹 中
彰治,奥 瀬敏之,扇 野 真 渡辺 勉 自立高齢者
の口腔ケアへの介入とその効果一3年 間の追跡調査
から一 財団法人8020会 誌118-119,2009(11
4.大	学 ・研究所等の報告
1.塑 大橋一友 妊婦の骨盤痛に対する骨盤
ベル トを用いた日常生活改善への試み 大阪大学看
護学雑誌15(1),33-41,2009
5.解	説 ・総説
1.永	 井利三郎 てんかん患者の日常生活指導 小児内
科41(3)419-4262009年3月
2.永	 井利三郎 課題をもつ子どもの'"こ ころの支援"
を考えるInternationalEpileasyNews168号
2009年1月
3.永	 井利三郎Q&A:て んかんの病態や発作時の対応
について教えてください 養護教諭のための教育実
践に役立つQ&A集Ill健 康教室 東山書房2009
年7月 第60巻10号32-34頁
4.永	 井利三郎,奥 野裕王 「こんな場合にはどうやっ
て対処すればいいの?」 多くの先生がお困 りの特別
支援教育を取 り上げました!一 他校の事例とその解
説2009年8月 第38巻,第5号19-24頁
5.永 井利三郎 発達障害支援体制と小児神経科医 脳
と発達2009年9月 診断と治療社第41巻 第5
号
6.永	 井利三郎 てんかんをもつ子どもへの包括的な支
援を考える てんかん研究2009年6月27巻1号
7.島	 田三恵子,竜 岡久枝,呈 瀬壓王,乾..,.白 井
文恵,足 立智美 乳児期からの睡眠リズムの育児支
援,保 健の科学,50{1}:11-16,2009.
6.そ	の他
1.大	 橋一友 私とQOL看 護研究とQOL臨 牀看護35 
(2),251,2009
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2.田 中恵子,竜 岡久枝 平成20年 度アフリカ英語圏・看
護教育の能力強化研修 に協力 して,国 際看護2009
年4月1～2頁
ll著 書
1.一	般著書 なし
2.専	門著書
1.島	 田三恵子 妊婦の睡眠と新生児の睡眠.五 十嵐隆 総
編集:小 児科臨床 ピクシス,(神 山潤 専門編集)第13
巻	 小児の睡眠障害,中 山書店 東京,2010年,第5章
(印刷中)
2.2010年	新出題基準別助産師国家試験問題 医学監修
大橋一友 編集 葉久真理,田 中恵子 他 メディ
カ出版,2009/8
3.2010年	新出題基準別助産師国家試験重要問題集 医
学監修 大橋一友 編集 葉久真理,田 中恵子 他
メディカ出版2009/8
3.教	科書
1.永	 井利三郎 小児の薬物動態の特徴を例をあげて説
明せよ 集中講義薬理学,渡 辺康裕編 メデイカル
ビュー2009年3月142-143
2.島	 田三恵子 新生児期に用いられる基本技術 青木
康子,加藤尚美,平 沢美恵子編 第3版 助産学体系第7
巻 助産診断 ・技術学12009;205-235日 本看護協
会出版会
3.島	 田三恵子 新生児の助産診断とケア 青木康子,加
藤尚美,平沢美恵子編 第3版 助産学体系第9巻 助産
診断 ・技術学lll2009;1-42日 本看護協会出版会
4.助	 産師基礎教育テキス ト5分 娩期の診断とケア
分娩経過の診断に必要な知識 大橋一友 責任編集
町浦美智子 日本看護協会出版会13-48,2009/12
m招 聘講演 ・シンポ ジウム等
1.国	際学会 なし
2.国	内学会
1.永	 井利三郎 てんかん外科と地域医療～小児科から
見た観点 第32回 日本てんかん外科学会(招 待講
演)2009年1月 東京
2.永	 井利三郎ImmunizationforchildrenwithNeuronal
Deseases第112回 日本小児科学会学術集会(教 育
講演)2009年4月 奈良
3.大	 橋一友 第1回 国際化 ・新領域シンポジウム 「国
際化時代」を生き抜 くために～文理融合教育による
知識武装～ラオスでの病院助産師研修2009年9月
大阪
4.新 田紀枝 シンポジウム⑤補助人工心臓装着患者お
一78
よび家族への支援 日本医工学治療学会第25回 学術
大会2009年4月 大阪
N学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
1.TakashiMandai,KozahuroAdachi,HaruyasuFujita,
 
MichikoKobayashi,KazutomoOhashi,RikaHayashida,
 
JuichiFukushima,SoichiroMaruyama,Yoshikazu
 
Minami,KoujiMiura,MasakiMuto,KanehisaMorimoto,
 
ShigeakiHinohara.Twentytwoyearsprogressin
 
JapaneseSocietyofQualityofLiferesearch.The16`h
 
AnnualConferenceofInternationalSocietyforQOL
 
Research.Oct29-31,2009,NewOrkeans
 
2.KaoriKinouchi,KanaTokuyama,YukikoAkai,Tomoko
 
Fukuhara,HiroeTakahashi,TadashiTanbaraPregnant
 
Womman'sAwerenessofBedding,The6'hcongressof
 
AsiansleepresearchsocietyOct26,20090saka
 
3.HirokoOkuno,ToshisaburoNagai,IkukoMori,Saeko
 
Sakai,TomokaYamamoto,ArikaYoshizaki,KumiKato,
 
MasayaTachibana,HidemiIwasaka,MasakoTaniike
 
"ModifiedParentTrainingforMothersofChildren
 
with
 
PervasiveDevelopmentalDisorders:Firstreport"10`h
 
AsianOseanianCongressofChildNeurology,June,
 
Korea
 
4.HirokoOkunoToshisaburoNagai,IkukoMori,
 
MasakoTaniike,KatujiTanaka,MakotoNabetani,
 
MasakageOkuno,AkihiroYasuhara,SaekoSakai,
 
"EvaluationofQualityofLife
 
withWHO/QOL-26in
 
bothparentsofchildrenwithdevelopmentaldisordersin
 
Japan."InternationalConference,QualityofLifeinChild
 
andAdolescentMentalHealth,22-26August,2009,
 
Budapest,Hungary
 
5.HirokoOkuno,ToshisaburoNagai,SaekoSakai,
 
MikakoArakida,ChiekoFujiwara,NorieNitta,Mikiko
 
"Ito
 
,YoshimiEndo,KazuteruNinomi,ShinobuYokokawa,
 
"The
 
usefulnessoflectureincludingParentTraining
 
skillsforstudentsofclinicalandpublichealth"
 
ConferenceofWorldAcademyofNursingScience,
 
September19-20th,2009.Kobe
 
z. 国内学会
1.	 文字智子,仁 尾かお り,藤 原千惠子 思春期 ・青
年期のダウン症の子どもをもつ母親の レジリエ ン
スー背景要因による差異一,日 本小児看護学会第
19回 学術集会講演集2009年7月 札幌市.
2.	藤 田優一,藤 原千惠子 小児看護を実践する看護師
の属性および個人特性と離職願望 との関連 一病棟
太文字e教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
形態 による分析と比較 第34回 日本看護研究学会
学術集会2009年8月 横浜市
3.	 常松惠子,藤 原千恵子 初めて生活をともにする
わが子への父親のかかわ り 第35回 日本看護研究
学会学術集会2009年8月 横浜市.
4.	 仁尾かお り,文 字智子,藤 原千惠子 ダウン症の子
どもをもつ母親の 自立に関する認識 による レジリ
エンスの差異 一 日本家族看護学会第16回 学術集
会講演集2009年9月 高山市.
5.	 新家一輝,藤 原 千恵子,石 井 京子,河 上智香,
泉_美 査,山 盟 ヨE,倉 橋理香,武 内紗千,山 杢墓
ヨ置入院児のき ょうだいの人格 的成長尺度の作成
日本家族看護学会第16回 学術集会講演集2009年9
月高山市,
6.	 藤田優一,藤 原千惠子 成人 との混合病棟で小児看
護を実践する看護師の職務ス トレス ー小児患者割
合別での比較 第40回 日本看護学会抄録集一看護
管理,2009年10月 大阪市
7.	 藪内夏美,藤 原千惠子2歳 児をもつ母親の育児へ
の思いについての分析一掲示板に投稿されたイライ
ラ感に注 目して一 第56回 日本小児保健学会2009
年10月 大阪市
8.	 西川麻菜美,加 藤多樹郎,山 本菜摘,藤 原千恵子
幼児後期の子どもを持つ親のしつけに対する意識と
実際の関わ り一父親の属性 ・しつけ体験による認識
の差異一 第56回 日本小児保健学会2009年10月 大
阪市
9.	 文字智子,仁 尾かおり,藤 原千惠子 ダウン症の子
どもをもつ母親のレジリエンスー自立に向けたかか
わ りによるレジリエンスの差異一 第56回 日本小児
保健学会2009年10月 大阪市
10,	 柴枝理子,藤 原千惠子 幼児を育てる母親の食事や
食生活に対する意識とその現状第56回 日本小児保
健学会2009年10月 大阪市
11.	 5歳 児相談 における行動観察によるスクリーニング
法の開発 山本知加,加 藤久美,村 田絵美,福 田祥
子,鳫 野雪保,植 野絹子,前 野敏也,福 田雅一,毛 利
育子,永 井利三郎,大 薗恵一,谷 池雅子 第56回 日
本 小 児保 健学 会 第56回 日本 小 児保 健学 会 
2009/10/01

12.	政令指定都市における5歳 児発達相談の役割一堺市
5歳 児発達相談テス ト事業平成20年 度相談実績よ り
一 加藤久美,鳫 野雪保,植 野絹子,前 野敏也,福
田雅一,福 田祥子,村 田絵美,山 本知加,毛 利育子,
永井利三郎,大 薗恵一,谷 池雅子 第56回 日本小児
保健学会2009/10/01 
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13.	 富永康仁,池 田 妙,橋 本奈津子,岩 谷祥子,北 井
征宏,新 谷 研,木 村志保子,下 野九理子,沖 永剛
志,平 田雅之,貴 島晴彦,加 藤天美,永 井利三郎,
大薗恵一 「当科における小児科期発症の側頭葉て
んかん症例の臨床的検討」 第43回 てんかん学会,
10月,弘 前
14.	 下野九理子,青 天目 信,橋 本奈津子,柳 原恵子,
富永康仁,沖 永剛志,毛 利郁子,谷 池雅子,永 井
利三郎,大 薗恵一rGlucoseTranspporter異 常症にお
けるFDG-PETと てんかん予後について」 第43回
てんかん学会,10月,弘 前
15.	 橘 雅弥,北 井征宏,村 田絵美,山 本知加,酒 井佐枝
子,加 藤久美,下 野九理子,毛 利育子,沖 永剛志,
永井利三郎,大 薗恵一,谷 池雅子 「先天性サイ ト
メガロウイルス感染症と広汎性発達障害を合併した
2症 例」 日本小児神経学会5月,鳥 取
16.	 富永康仁,森 田祥子,北 井征宏,橋 本奈津子,新 谷 研,
下野九理子,沖 永剛志,柳 原恵子,永 井利三郎,
大薗恵一 「てんかんで発症 し,失 調 ・発達遅滞を
伴わないGlut-1異 常症の女児例」 日本小児神経学
会5月,鳥 取
17.	 森田祥子,下 野九理子,北 井征宏,新 谷 研,富 永康
仁,沖 永剛志,貴 島晴彦,加 藤天美,谷 池雅子,
永井利三郎,大 薗恵一 「てんかん外科手術を施行
したWest症 候群6例 における予後の検討」 日本小
児神経学会5月,鳥 取
18.	 北井征宏,森 田祥子,新 谷 研,富 永康仁,下 野九理
子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗惠一 「難治性ス
パスムに対するガンマグロブリン療法の有効性」,
日本小児神経学会5月,鳥 取
19.	 沖永剛志,森 田祥子,北 井征宏,新 谷 研,富 永康仁,
下野九理子,鳥 邊泰久,永 井利三郎,大 薗恵一 「発
作性運動誘発性舞踏アテ トーゼと側頭葉てんかんが
併存 した家系の臨床的検討」 日本小児神経学会
5月,鳥 取
20.	 青天目信,下 野九理子,森 田祥子,北 井征宏,新 谷
研,富 永康仁,三 善陽子,沖 永剛志,柳 原恵子,
今井克美,永 井利三郎,大 薗恵一 「成長ホルモン
補充療法を施行 したグル コース トランスポーター1
異常症の3例 」 日本小児神経学会5月,鳥 取
21.	 鍋谷まこと,村 上清孝,船 戸正久,三 宅 理,斎 藤
利雄,金 太章,永 井利三郎,田 中順子,若 宮英司
「発達障害児のための支援ネットワーク形成 に関す
るアンケー ト診療所に対するアンケー ト調査結果」
日本小児神経学会5月,鳥 取
22.	下野九理子,橋 本奈津子,北 井征宏,橘 雅弥,
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新谷 研,富 永康仁,沖 永剛志,酒 井規夫,毛 利育
子,谷 池雅子,永 井利三郎,大 薗惠一 「痙性斜頸に
対するボツリヌス療法の治療経験」日本小児神経学
会5月,鳥 取
23.今 井克美ド沖永剛志,木 村志保子,神 尾範子,青 天
目信,下 野 九理子,大 薗恵一,柳 原恵 子,永 井
利三郎 「グル コース トランスポーター1異 常症
{Glut-1DS)診 断における誘発電位の有用性 〔第一報1
正中神経刺激体性感覚誘発電位の低反応」 日本小児
神経学会5月,鳥 取
24盛	 山幸子,島 田三惠子 妊娠先行結婚の母親の対児
感情 ・母親役割獲得 ・夫婦関係との関連.第56回
日本小児保健学会,大 阪,2009年10月30日
25.安	井まどか,大 橋一友 女子大生の過去の運動,食
生活,睡 眠と骨密度 との関連 大阪母性衛生学会
2009年2月 大阪
26.大 橋一友 尿中コチニンを用いた妊婦の喫煙状況の
縦断調査と喫煙防止 日本産科婦人科学会2009年4
月 京都
27.鈴 井江三子,久 我原朋子,池 田理恵,大 橋一友,
判治康代 妊婦の身体感覚と胎児への愛着の関係性
一初産婦 と経産婦の比較 ・検討 一 日本助産学会
2009年3月 東京
28.久 我原朋子,鈴 井江三子,大 橋一友 妊婦の口腔内
の健康状態 と喫煙 習慣 との関連 日本助産学会
2009年3月 東京
29.田 中恵子 初めての子どもをもつ両親の育児の意味
づけ一第23回 日本助産学会学術集会論文集2009
年3月 東京
30.田	中恵子 初めての子どもをもつ両親の親意識の変
化一第11回 日本母性看護学会抄録集2009年6月 千
葉
31.新 田紀枝,河 上智香,高 城智圭,高 城美圭,常 松
惠子,D,上 田惠 子,石 井 京子,藤 原
千惠子 看護職者による患者家族 レジリエ ンス支
援一患者家族 レジ リエンス支援 に影響する要因一
日本家族看護学会第16回 学術集会講演集2009年9
月高山市
32.高	城智圭,新 田紀枝,河 上智香,高 城美圭,常 松惠
子,韭 屋美査,上 田惠子,石 井京子,藤 原千惠子
看護職者による患者家族レジリエンス支援一看護経
験年数および職務キャリアによる実施の差異一 日
本家族看護学会第16回 学術集会講演集2009年9
月,高 山市
33.河	上智香,高 城智圭,新 田紀枝,高 城美圭,常 松惠
子,.北 屋菱査,上 田惠子,石 井京子,藤 原千惠子 
看護職者 による患者家族 レジリエンス支援一患者家
族の レジリエンス支援の構造一 日本家族看護学会
第16回 学術集会2009年9月,高 山市
34.	 河上智香,武 内紗千,藤 原千惠子 看護師の属性に
よる入院児のきょうだい支援の差異,日 本小児看護
学会第19回 学術集会講演集,2009年7月 札幌市
35.	 武 内紗千,河 上智 香,新 家 一輝,倉 橋理 香,
塞_菱 査,山::,山 ・・..IE石 井京子,藤 原
千恵子 病棟の違いによる入院児のきょうだ い支
援 に対する看護師の認識 と実践の差異 第40回 日
本看護学会抄録集 一小児看護,2009年9月 高知市.
36.	 赤井由紀子,田 中 響,木 内佳織,福 山智子,高 橋弘
枝,徳 山可奈,山 田裕子,丹 原 正 妊婦の睡眠につ
いて 第34回 日本睡眠学会2009年10月 大阪
37.	 木内佳織,伊 藤絵美,徳 山可奈,福 山智子,高 橋弘
枝,赤 井由紀子 高校生の母性理念 と対児感情の性
差 第40回 日本看護学会母性看護2009年8月,佐
賀
38.	 西.g,大 橋一友 産後1ヶ 月の父親のうつ状態
の リスクファクターおよび母親の産後 うつ状態との
関連 日本助産学会2009年3月 東京
39.	 安藤布紀王,大 橋一友 妊娠中の骨盤痛に対する骨
盤ベル トの効果 日本助産学会2009年3月 東京
40. 一,,大 橋一友 第1子 を出産 した娘への里帰
り支援 における実母の役割認 識 日本助産 学会
2009年3月 東京
41.	 矢野惠王,大 橋一友,八 木橋香津代,塩 沢直美,此
川愛子 治療経験者から見た不妊医療チームにおけ
る橋渡 し一連想法 を取 り入れ た面接 調査よ り一
日本不妊カウンセリング学会2009年6月 ・東京
42.	 皿内恵美王,大 橋一友 二次医療機関の看護職者に
おけるWorkEngagementと 離職意思 との関係 日本
看護管理学会2009年8月 浜松
43.	 東田」鉦加L,今 田恭子,三 木佐 登 美,大 橋 一 友
妊婦における ドメスティックバイオレンス被害の実
態一面接式DVス クリーニングの逐語録よ り一 日
本母性衛生学会2009年9月 横浜
44.	 酒紐,大 橋一友 日本人女性の月経随伴症状
と喫煙 の 関連 日本禁 煙 学会2009年9月
札幌
45.	 池且 友美,永 井利三郎,谷 池雅子,毛 利育子,加 藤
久美 「精神運動発達障害児の睡眠の状況に関する
質問紙調査」 日本小児神経学会5月,鳥 取
46.	奥野裕壬,毛 利育子,谷 池雅子,酒 井佐枝子,山 本
知加,吉 崎亜里香,加 藤久美,橘 雅弥 村田絵美,
辰巳愛香,岩 坂英巳,永 井利三郎 「広汎性発達障
太文字=教 員2重 纏三笹±堂生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
80
 
大阪大学看護学雑誌Vo1.16No.1(2010)
害をもつ子どもの親へのペアレン トトレーニング
〔少人数 ・短縮型}の 有効性の検討」 日本小児神経
学会5月,鳥 取
47.運	動発達障害児の睡眠と問題の特徴 池旦友戔
永井利三郎,加 藤久美,毛 利育子,谷 池雅子第56
回日本小児保健学会2009/10/01
48.泉	_〉.村 上光 江,近 藤美津子,藤 原千恵子
新人研修で講師経験 をした看護師の認識一先輩看
護師を起用 したことによる教育効果 と課題一 第
40回 日本看護学会抄録集 一看護教育2009年8月 岡
山市.
49.泉_美	査,近 藤美津子,村 上光江,藤 原千惠子
新人研修 に対する新人看護師の認識一先輩看護師
を講師に起用 した学習効果 と課題 一 第40回 日本
看護学会抄録集一看護教育2009年8月 岡山市.
50.文	屋ルミ,泉_美 査,高 田一美,河 上智香,藤 原
千惠子 看護学生の保育所実習前後 における子ど
もイメージの変化 第40回 日本看護学会抄録集 一
看護教育2009年8月 岡山市。
51,倉 橋理香,新 家一輝,泉_美 査,山 旦 晃王,山 杢
墓 疽,武 内紗 千,河 上 智香,石 井京子,藤 原
千惠子 小児の入院 と母親の付 き添いが きょうだ
いに及ぼす影響一きょうだいの情緒と行動の問題
と前向きな変化・成長の関係 一 第40回 日本看護学
会抄録集 一小児看護,2009年9月 高知市
52.加	藤多樹郎,山 攤,西 川麻菜美,藤 原千惠子
幼児後期の子どもを持つ親のしつけに対する意識 と
実際の関わ り一父親と母親の認識の比較一 第56回
日本小児保健学会2009年10月 大阪市
53.」山杢墓撞,西	川麻菜美,加 藤多樹郎,藤 原千惠子
幼児後期の子どもを持つ親のしつけに対する意識 と
実際の関わ り一母親の属性 ・しつけ体験による認識
の差異一 第56回 日本小児保健学会2009年10月 大
阪市
54,在	宅で経管栄養を長期に行っている子どもの食事 に
関する母親の認識 撞川⊥乙のぶ,池 旦噬 泉美香,
荒井 洋,虫 明聡太郎,永 井利三郎 第56回 日本
小児保健学会2009/10/01
55.玉 」 ⊥田D,新 家一輝,泉_美 香,倉 橋理香,山 杢
..IL,武 内紗 千,河 上 智香,石 井京 子,藤 原
千恵子 小児の入院と母親の付き添 いによるき ょ
うだいの肯定的変化の程度と属性 ・背景要因との関
連性 日本家族 看護学会第16回 学術集会講演集
2009年9月 高山市.
56.査	藤雄.太,高 田一美,丸 血 あ血 み,永 井利三郎
就学前児のMRワ クチン接種状況に関する検討一情報 
源の役割を中心に一 第56回 日本小児保健学会 
2009/10/01
57.	 高田一美,古 藤雄太,永 井利三郎 就学前児のMRワ
クチン接種状況 に関する検討一母親の勤務形態,
2回 制度情報との関連一 第56回 日本小児保健学会 
2009/10/01
V	 講演会
1.	 永井利三郎 てんかん診療 における最近の話題
和歌山てんかん勉強会2009年3月 和歌山
2.	 永井利三郎 学校教育段階における連携の現状:
課題 ・展望一個別の教育支援計画の活用に向けて一
医療の立場から 第8回 全国LD親 の会全国フォー
ラム6月 大阪市
3.	 永井 利 三郎 障害児保 育 と医療 的 ケ アの 問題
堺市立保健担当者研修会2009年7月 堺市
4.	 永井利三郎 発達障害児の特性とその対応について
豊中支援学校教育講演会2009年7月 豊中
5.	 永井利三郎 発達障害児の特性とその対応について
東大阪市教職員研修会2009年7月 東大阪市
6.	 永井利三郎 抗てんかん薬の副作用 日本てんかん
協会主催 てんかん基礎講座2009年7月 東京都
7.	 永井利三郎 抗てんかん薬の副作用 日本てんかん
協会主催 てんかん基礎講座2009年8月 大阪市
8.	 永井利三郎 地域における医療的ケアの現状と課題
について 特別支援教育セミナーin関 西2009年8
月 大阪市
9.	 永井利 三郎 医療的ケアの実際 箕面支援学校
医療的ケア研修会2009年9月 箕面市
10.	 永井利三郎 保育所障害児保育の現状と今後の課題
池田市講演会 池田市2009年10月
11.	 永井利三郎 ダ ウン症 に関する指導 および講義
池田市保育研修会 池田市2009年10月
12.	 永井利三郎 小児神経疾患と予防接種 日本小児神
経学会 小児神経セミナー2009年11月 大阪市
13.	 永井利三郎 「てんかん薬物治療における最近の話題」
てんかんエキスパー ト勉強会2009年12月 高知市
14.	 大橋一友 妊娠経過 に注 目する一高齢妊娠 第24
回不妊カウンセラー ・体外受精コーディネーター養
成講座2009年6月 東京
15.	 新田紀枝 文献のクリティーク 日本赤十字社和歌
山医療センター看護研究発表会2009年10月

和歌山

16.	新田紀枝 家族システム論 一般精神科看護研修会
2009年7月 大阪
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17.新	田紀枝 がん患者への全人的ケア②一家族ケアの
実践 大阪大学医学部附属病院看護部キャリア開発
センター緩和ケアコースII2009年7月 大阪 
報道
1.	 永井利三郎 おはようパーソナリティ道上洋三です
「子どものほめ方 ・しかり方」2009年4月9日2.
永井利三郎	 おはようパーソナリティ道上洋三です
「子どもの発達障害の考え方」2009年9月20日
wi主	催学会
1.学	会
1.永	 井利三郎 第56回 日本小児保健学会 運営委員 
2009.9
2.永	 井利三郎 第183回 大阪小児科学会シンポジウム
主催2009.9
2.セ	ミナー
1.永	 井利三郎 特別支援教育セミナーinr関 西」20
09シ ンポジウム主催2009.8
2,永 井利三郎 第1回 シンポジウムNPO法 人特別支
援教育ネ ットワークrが じゅまる』 「発 達 障害 の
理解～医療 ・家庭 ・教育の現場か ら」 主催2009.3
月
3,永 井利三郎rも っと知りたい発達障害」 堺市子ど
も青少年局子育て支援部子ども家庭課,堺 市 ・大阪
大学大学院医学系研究科こどものこころの分子統御
機構研究センター 主催2009,9
4.永	 井利三郎 「子どものホスピスセミナー」 大阪市
中央公会堂 主催9月 大阪市
5.永	 井利三郎 「病弱教育の充実に向けて一特別支援教
育と医療」特別支援教育セミナーinr関 西」運営委
員会主催 企画 ・運営8月 大阪市
6.永	 井利三郎 シンポジウム 「子どもの虐待防止のこ
れから」 日本小児科学会 子どもの健康週間行事
企画 ・主催
7.永	 井利三郎 アレルギー疾患を持つこどもの保育を
考える 子どもの保育と健康 大阪小児科医会 主
催2009.2
3.研	究会
1.大	 橋一友 第65回QOL研 究会 ス トレス社会と
心豊かな生き様2009年4月 大阪
2.永	 井利三郎 大阪小児神経学懇話会(年2回),大 阪
小児てんかん研究会(年2回),大 阪てんかん研究会
(年1回),阪 神小児神経筋研究会(年2回),関 西
病病弱教育セミナー(年1回)
4.講	習会 なし
5.そ	の他
1.田	 中恵子 母性看護学 ・助産学について,平 成20年
度アフリカ英語圏看護教育能力強化研修,2009年1
月28日,大 阪
Wll受	賞 な し
lX特	許 な し
X共	 同研究
1.国	内公的機関 なし
2.国	内民間研究機 関 な し
3.国	外公的機関 なし
4.国	外民間研究機 関 な し
X[研	究費
1.校	費 な し
2.科	学研究費補助金
1.藤	 原千惠子(研 究代表者)生 命危機を伴 う先天性
疾患児の親のための危機を乗 り越える レジリエ ンス
強化プログラム 平成20～22年 文部科学省科学
研究費補助金 基盤研究C
2.藤	 原千惠子(分 担代表者)中 堅期 ・新人期の看護
師における看護コンピテ ンス連鎖モデルの構築 平
成20～22年 文部科学省科学研究費補助金 基盤
研究C
3.永	 井利三郎(研 究代表者)予 防接種ハイリスク者
の免疫状況と安全かつ有効な接種方法の研究 財団
法人予防接種 リサーチセンター調査研究費補助金
研究協力者 宮崎千明,伊 予田邦昭,前 田由美,永
利義久,中 山秀樹
4.平 成20～24年 度科学研究費補助金(基 盤研究 〔B))
課題番号20390562「 妊娠中から産褥期の母親の生
活リズム等が妊娠産褥経過に及ぼす影響」研究代表
者 島田三惠子,分 担研究者 関 博之,鮫 島道和,
竜岡久枝,白 井文恵,大 森智美
5.平	 成19～21年 度科学研究費補助金(基 盤研究 〔B))
課題番号19390557,「 正期産母子に対する分娩直後
のカンガルーケアの問題 と安全性並びに快適性 に関
する研究」分担研究者 島田三惠子(研 究者代表者 坂
口けさみ}
6,平	 成21年 度科学研究費補助金(萌 芽研究)中 高年男
性のパタニティブルーズとうつ病発症との関連 に関
する研究 西村明子(代 表)大 橋一友
7.河	 上智香(研 究者代表)在 宅長期医療ケアを要す
る子どもを持つ親のレジリエンス尺度の開発と必要
太文字=教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線二学部生
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なケアの探求 平成21-21年 文部科学省科学研究費7.島 田三惠子 日本看護科学専任査読委員

補助金.若 手研究(B) 8.島 田三惠子 日本助産学会査読委員

3.受	託研究費 9.大 橋一友 大学評価 ・学位授与機構 研究水準判定
1.永	 井利三郎(研 究代表者)発 達障がい療育等支援 組織 専門委員

事業の効果検証に関する研究 大阪府受託研究 10.大 橋一友 豊中市男女共同参画推進委員会 委員

4.奨	学寄付金 な し 11.新 田紀枝 第40回(21年 度)日 本看護学会一看護
5.大	学改革推進等補助金 な し 管理一論文選考委員
12.新 田紀枝 第40回(21年 度)日 本看護学会一看護
刈 学会 ・職能団体等の役員活動 管理一学術集会抄録選考委員
1.会	長 ・理事長 13.新 田紀枝 平成21年 度 日本看護学会学会準備委員
1.永 井利三郎 大阪小児科学会副会長,	 7.そ の他
2.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長, 1.永 井利三郎 厚生労働省疾病障害認定審査部会委員
3.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長, 2.永 井利三郎 大阪府発達障害支援体制整備検討委員
4.永 井利三郎 阪神小児神経筋研究会会長,	 会委員長
5.永 井利三郎 関西病病弱教育セミナー会長 3.永 井利三郎 大阪府特別支援教育連携協議会委員
z.理	事 ・幹事 4.永 井利三郎 箕面養護学校医師講師
1.永	 井利三郎 日本てんかん学会理事,日 本小児神経 5.永 井利三郎 豊中市障害児担当医
学会理事 6.永 井利三郎 豊中市しいの実学園嘱託医
2.大 橋一友 日本不妊カウンセ リング学会 理事 1.永 井利三郎 韓国高陽市発達障害支援プロジェク ト
3.大 橋一友 大阪母性衛生学会 常任理事 国際顧問
4田 中恵子 大阪母性衛生学会 幹事 8.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長
3.評	議員 9.永 井利三郎 阪神小児神経筋疾患研究会会長
1.藤 原千惠子 日本看護科学学会	 10.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長
2.藤 原千惠子 日本小児看護学会	 11.永 井利三郎 てんかん学会近畿地方会運営委員長
3.藤 原千恵子 日本家族看護学会 12.永 井利三郎 大阪市立総合医療センター倫理委員会
4藤 原千惠子 日本看護研究学会 委員
5.藤 原千恵子 日本看護学教育学会
6,永 井利三郎 日本小児科学会
7.島 田三惠子 日本助産学会
&大 橋一友 日本生殖医学会
9.大 橋一友 日本生殖免疫学会	 総合ヘルスプロモーション科学講座
10.大 橋一友 日本母性衛生学会
4.支	部長 なし 1論 文
5.委	員長 ・副委員長 1.学 術 論 文 
1.永 井利三郎 てんかん研究編集委員長	 1.MiwaN,NakamuraT,OhnoY:Newindicatorsforthe 
2.島 田三恵子 日本助産師会機関誌出版委員長 evaluationofcommunitypoliciesbasedonperiodand 
3.新 田紀枝 大阪府看護協会学会委員 副委員長 cohorteffectsincerebrovasculardiseasemortalityrates. 
6.委	員 JapanHospitals28:79-85,2009. 
1.永 井利三郎 日本小児科学会代議員	 z. OoeY,NakamuraT,OhnoY:Age-period-cohort 
2.永	 井利三郎 日本小児神経学会 長期計画委員会委 analysisofsuicidesamongJapanese1950-2003:A 
貝 bayesiancohortmodelanalysis.JapanaHospitals 
3.	 永井利三郎Brain&Development編集委員, 28:71-78,2009. 
4.	 永井利三郎 歴史資料編纂委員会担当理事 3. KoetakaH,OhnoY,MorimotoK:Long-termeffectsof 
5.	 永井利三郎 日本てんかん学会 薬事委員会委員 lifestyleonmultipleriskfactorsinmale 
s.	 島田三恵子 大学評価学位授与機構学位審査会 専 workers.EnvironmentalHealthandPreventiveMedicine. 
門委員 14:165-172,2009.
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4.ShintaniY,OhtaM,IwasakiT,IkedaN,KanouT,
 
TomitaE,NakagawaK,YasumitsuT,OhnoY:
 
Intraoperativepleurallavagecytologyafterlungresection
 
asanindependentprognosticfactorforstaginglung
 
cancer.JThoracCardiovascularSurgery
 
137:835-839,2009.
 
5.TsutsuiA,OhnoY,HaraJ,ItoY,TsukumaH:Trendsof
 
centralizationofchildhoodcancertreatmentbetween
 
1975and2002inOsaka,Japan.Japanesejournalof
 
ClinicalOncology,39:127-131,2009.
 
6.ShikiN,OhnoY,FujiiA,MurataT,MatsumuraY:Time
 
processstudywithIJML.MethodsinfMed,48,2009.
 
7.YamamotoM,AsoY:Placingphysicalrestraintson
 
olderpeoplewithdementia.NursingEthicsl6(2):192
 
-202
 ,2009.
 
8.KutsumiM,ItoM,SugiuraK,TerabeM,MikamiH
 
Managementofbehavioralandpsychologicalsymptoms
 
ofdementiainlong-termcarefacilitiesinJapan.
 
PSYCHOGERIATRICS,Vo1.9No.40rVo1.10No.1(in
 
press),2009
 
9.SugiuraK,ItoM,KutsumiM,MikanuHGender
 
differencesinspousalcaregivinginJapan.Journalof
 
Gerontology:SocialSciences,64B(1),147-156,2009
 
10.AkivamaA,NumataK,MikamiHImportanceof
 
end-of--lifesupporttominimizecaregiver'sregretduring
 
bereavementoftheelderlyforbettersubsequent
 
adaptationtobereavement.ArchGerontolGeriatr.(2009
 ,
 
inpress,publishedon-line)
 
11.CaiY,HayakawaK,NichiharaR,KatoKHeritability
 
ofserumapolipoproteinconcentrationinmiddle-aged
 
Japanesetwins.JournalofEpidemiology,19:260-389
 ,
 
2009.

12.岡	 田 志 麻,大 野 ゆ う 子,検 見 崎 謙 治,王 媛 媛,
筒 井 杏 奈 動 画 像 に よ る 睡 眠 時 の 体 動 検 出 日 本 感
性 工 学 会2009年10巻709-717頁
13.徳 重 あ つ 子,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,岡 み ゆ き,」 生 山
墨 脳 波 計 測 に 基 づ く 仰 臥 位 か ら 坐 位 へ の 姿 勢 変 化
が も た ら す 脳 活 性 に つ い て の 研 究 日 本 生 体 医 工 学
会2009年47巻1号15-27頁
14.岡	 み ゆ き,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,徳 重 あ つ 子,片 山
恵 回 復 期 脳 卒 中 片 麻 痺 患 者 の 非 麻 痺 側 筋 肉 量 と 基
本 的ADLと の 関 連 日本 健 康 医 学 会 雑 誌2009年17
巻1号3-9頁
15.木	 村 静,阿 曽 洋 子 女 性 へ の 足 裏 マ ッ サ ー ジ に よ る
腸 音 解 析 か ら み た 排 便 促 通 効 果 の 検 証 母 性 衛 生
2009年49巻4号531-539頁 
16.
 
17.
 
18.
 
19.
 
zo.
 
21.
 
22.
 
23.
 
24.
 
25.
 
26.
 
27.

木村静,阿 曽洋子 産後の便秘女性への足裏マッサ
ージによる腸音解析か らみた排便促通効果の検証
母性衛生2009年50巻2号352-359頁
石澤美保子,阿 曽洋子,濱 元佳江,伊 部亜希,小 川
雅昭 仙骨部褥瘡における創改善 と周囲皮膚の水分
バ リア機能変化との関連 日本褥瘡学会誌2009年
11巻4号533-538頁
文 鐘聲,三 上 洋 地域在住 日本人高齢者と在 日
コリアン高齢者の転倒要因の比較,日 本老年医学会
雑誌46(3):232-238,2009
文 鐘聲,三 上 洋 在 日コリアン高齢者 ・日本人高
齢者の抑うつに関する比較研究,太 成学院大学紀要 
10:113-120,2008

峰村淳子,吉 田久美子,丸 山美知子,宮 崎歌代 病
院看護師の在宅支援の看護の実態をふまえた 「在宅
看護論」看護基礎教育のあり方 第39回 日本看護学
会論文集 看護教育p112～1142009
保坂良資,石 井豊恵,清 水佐知子,大 野ゆう子,
東村昌代UHF帯 パッシブRFlDタ グによる病棟 内患
者 自動検知の可能性に関する研究 電子情報通信学
会技術研究報告2009年109巻106号5-10頁
中谷安寿,杉 浦圭子,三 上 洋 ホームヘルパ ーの
仕事意欲測定尺度開発およびその要因 日本公衆衛
生雑誌56(2):87-100,2009
杉浦圭子.,伊 藤美樹 子,九 津見雅美,三 上 洋
在宅介護継続配偶者介護者における介護経験と精神
的健康状態 との因果関係の性差の検討.日 本公衆
衛生雑誌(inprint)
伊部亜希,阿 曽洋子,羽 賀知行,毋 丸朋王,杢 多
紐 褥瘡発生予測指標開発の基礎研究一皮膚組織
温度伝導率と皮膚表在血流との関係一 日本褥瘡学
会誌2009年11巻4号510-519頁
大塚敏子,荒 木田美香子,三 上 洋 高校生の将来
喫煙の リスクからみた特徴の分析一喫煙防止教育の
検討に向けて一 日本公衆衛生雑誌(inpress)
秋山明子,沼 田久美子,三 上 洋 在宅医療専門機
関を利用 した末期がん患者の在宅終末期医療の特徴
と介護者(遺 族)に よる評価 緩 和ケ ア19〔3): 
278-282,2009
尾ノ井美由紀,伊 藤美樹子,早 川和生 子どもの虐
待に関わる保健師の役割 ・機能に関わる保健師の役
割 ・機能に関する保健師自身の認識と連携他職種の
認識.大 阪大学看護学雑誌,15(1},43-59,2009
2.会	 議 録 
1.TsujiM,OhuoY,HoriM,ShimizuS,MurataT,
 
MatsumuraYDoestheriseofinitialvisitfeechange
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thepropertyofnewpatients?6thAsiaPacific
 
AssociationforMedicalInformatics,14,2009.
 
z.	 YokouchiM,OhnoYTheefficiencyofthetime
 
processmodelinglanguageinhospitaljobanalysis6th
 
AsiaPacificAssociationforMedicalInformatics,36,
 
2009.
 
3.	 FukumuraH,KomotoK,OkadaS,OhnoY,Shimizu
 
S,NishijimaY,OkadaC,MakikawaMProposalof
 
detectionprocedureofecgmonitoralarminnursestation
 
byfrequencyandwaveformanalysis6thAsiaPacific
 
AssociationforMedicalInformatics,1,2009.
 
4.	 MiwaN,NakamuraT,OhnoYPrefecturalandjapan
 
futuretimetrendsinthecerebrovasculardisease
 
mortalityprojections,basedonage-period-cohort
 
analyses6thAsiaPacificAssociationforMedical
 
Informatics,62,2009.
 
5.	 MatsukawaG,FukumuraH,TakabayashiY,OkadaS,
 
OhnoY,MakikawaMProposalofnewtimeand
 
motionstudyforworkatthenursestationbyimage
 
processing6thAsiaPacificAssociationforMedical
 
Informatics,28,2009.
 
6.	 KasaharaS,OhnoY,IshiiA,NumasalciH
 
Visualizingtheimpactofinterruptionsinnursing
 
workflowbyusingBPMN6thAsiaPacificAssociation
 
forMedicalInformatics,31,2009.
 
7.	 KomotoK,FukumuraH,OkadaS,OhnoY,Makikawa
 
MTimestudyfornursingusingautomaticrecorder
 
consistingofballpointpenandstopwatch6thAsia
 
PacificAssociationforMedicalInformatics,27,2009.
 
8.	 TakabayashiY,OkadaS,OhnoY,MakikawaM
 
Developmentofautomatedtime-and-motionstudyfor
 
analyzingpatienttransportbymeasurementofwheel
 
rotationangle6thAsiaPacificAssociationforMedical
 
Informatics,37,2009.
 
9.	 YamamotoM,IzumiK,AsoYCognitivefunctionas
 
assessedinagroupofelderlywomenwhorequire
 
low-levelcarewhilelivingalone,15`China-Japan-Korea
 
academicexchangeconferenceonnursing,127-128,
 
2009.
 
10.	 TokushigeA,AsoY,IbeA,OkaM>KatavamaM
 
Verificationofseatedpostureassisttoactivatethebrain
 
ofolderpersonsinawelfareinstitutionbyanalyzing
 
electroencephalogram151China-Japan-Koreaacademic
 
exchangeconferenceonnursing,223-225,2009.
 
11.	ShimizuS,OhnoY,OhnishiK,IwasaM,Gaovahan,
 
MochimaruY,WaneYSocialinteractioninrisky
 
behaviorbycollegestudentinjapan6thAsiaPacific
 
Asso iationforMedicalInformatics,63,2009.
 
12.	 ShimizuS,YoshiokaN,IwasaM,YahanOhnoY
 
Socialinteractio inriskybehaviorbycollegestudentin
 
Japan7thWorldCongressonHealthEconomics,
 
2009.
 
13.	 YoshiokaN,OhnoY,ShimizuS,OhnishiK,UtadaM,
 
HoriM,SodaMBootstrapsimulationforevaluating
 
effectsofmiss ngdataon urvivalratebasedonnagasaki
 
cancerregistrydata6thAsiaPa ificAssociationfor
 
MedicalInformatics,60,2009.
 
14.	 NodaH,OhnoY,IshiiA,ShimizuS,YokouchiM,
 
KanayaI,Kaw sakiK,MotosugiF,TanakaA,Okada
 
CApplicationofthetimeprocessmodelinglanguage
 
forthedynamicworkflowanalysisofthepatient
 
transportationinacutecarehospital6thAsiaPacific
 
As ociationforMe icalInformatics,34,2009.
 
15.	 LinJ,OhnoY,IshiiA,ShimizuS,SusukiY,Noda
旦,IwasaM,YoshiokaN,WangL,NumasakiHAn 
interactive,multimodalvisualizationandanalysissystem 
fortimemotionstudy6thAsiaPacificAssociationfor
 
MedicalInformatics,35,2009.
 
16.	 UtadaM,Oh oY,HoriM,TutuiA,MochimruY,
 
Sh kiN,SodaMAnalys sofstandardizationand
 
centralizationofcancertreatmentinnagasakiprefecture
 
!
 
6thAsi PacificAssociationforMedicalInformatics,16,
 
2009.
 
17.	 KikumotoK,OhnoY,ShimizuS,YamadaK,
 
MatsumuraYFundamentaldetectionintousingimage
 
processingtotheconsultingbehavior6thAsiaPacific
 
AssociationforMedicalInformatics,13,2009.
 
18.	 HoriM,OhnoY,ShimizuS,MurataT,MatsumuraY
 
Thetwelve-years'trendoftheoutpatientsinthe
 
universityhospitalanditsfutureprojection6thAsia
 
PacificAssociationforMedicalInformatics,15,2009.
 
19.	 MochimaruY,OhnoY>NumasakiH,ShibuyaH,
 
NishimuraT,TeshimaTTheJASTROdatabase
 
committee.(2009)TJdEnhancementofradiotherapy
 
resourcesinosakajapan-basedontheJapanesestractural
 
sur eyin2003and2005-11thMedicalPhysicsand
 
BiomedicalEenginnering,118,2009.

20.	 越 野 八 重 美,大 野 ゆ う子 介 助 動 作 学 習 に お け る 数
量 的 検 討 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告MEと バ
イ オ サ イ バ ネ テ ィ ク ス10 巻258号2009年10月

13-16頁

21.	 志 岐 直 美,大 野 ゆ う 子,藤 井 歩 美,村 田 康 三,松 村
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
一85一
大阪大学看護学雑誌Vo1.16No.1(2010)
泰志 新 しい業務分析手法の提案 一院内がん登録
業務におけるタイムプロセススタディーitヘ ル
スケア学会第3回 学術大会抄録集4巻1号2009年5月
88-91頁
22,笠原聡子,大 野ゆう子,石 井豊恵,沼 崎穂高 病棟
における看護業務 中断の実際 と改善への提案 第7
回生活支援工学系学会連合大会2009年9月,129-
130頁
23.笠原聡子,大 野ゆう子,石 井豊恵,沼 崎穂高 看護
業務中断の構造と勤務時間超過への影響 第29回 日
本看護科学学会学術集会2009年11月,224頁
24.横	内光子,大 野ゆう子,高 桑宗右ヱ門,WIJEWICKRAM,
竹井留美,岡 本麻美 外来化学療法部門の診療シス
テムシミュレーション 日本行動計量学会第37回 大
会抄録集2009年8月146頁
25.佐	藤浩美,鍋 谷佳子,萩 原さがみ,井 上智子,伊 部
亜希,阿 曽洋子 看護師による静脈注射部位の血管
アセスメント及び穿刺血管に影響する要因と トラブ
ル発生率 との関係 第40回 日本看護学会抄録集一
看護管理一2009年10月190頁
26.山	居輝美,和 田恵美 子,井 上 智子,葉」」直 香
外来で配布された前立腺生検に関する説明資料に対
する認知的評価と情緒的評価の関連 第23回 日本
がん看護学会学術集会2009年2月147頁
27.岡	村仁美,井 上智子,葉1彑 査香 入院中に必要な高
齢者へのス トーマケアと情報提供 第40回 日本看
護学会抄録集成人看護Il2009年9月219頁
2&細 谷紀子,大 室律子,丸 山美知子 保健医療福祉政
策の転換期における都道府県庁の保健師が行う施策
化実践内容 日本地域看護学会 第12回 学術集会
講演集p1872009年6月
29.石	井豊恵,清 水佐知 子,保 坂良資,大 野 ゆ う子
リネンRFlDタ グによる患者安全 ・見守 りシステムの
実験的検討 生体医工学2009年4月47巻139頁
30,清 水佐知子,大 野ゆう子,加 藤久美,毛 利育子,
谷池雅子(zoos小 児睡眠質問票の基準連関的構成
及びその標準化 第1回ISMSJ学 術集会抄録集2009
年9月40頁
31.清	水佐知子,°IW1/d,・⊇壼,G,Y1,岩 娘 也,
大野ゆう子 喫煙行動における社会的相互作用の影
響に関する実証研究 第79回 日本衛生学会総会抄録
集2009年3月379頁
32.清	水佐知子,大 野ゆう子,趣 ⊇豈,撞 丸祐王,
志岐直美 飲酒 ・喫煙への社会的相互作用効果に関
する実証研究 日本行動計量学会第37回 大会抄録集
2009年8月210-11頁
33.鍋	谷佳子,佐 藤浩美,萩 原さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 トラブル発生率か らみた静脈注射
チェックシー トを用いた血管アセスメン ト能力の変
化 第40回 日本看護学会抄録集 一看護管理 一
2009年10月191頁
34.春	木あゆみ,羽 賀知行,楠 芳之,伊 部亜希,阿 曽
洋子 人工皮膚を用いた皮膚血液循環評価手法の妥
当性検証 第30回 バイオメカニズム学術講演会予
稿集2009年12月157-160頁
29.嶺	岸秀子,千 崎美登子,荻 原修代,青 木繁伸,有 馬
志津子,三 上 洋,稲 吉光子 変化ステージ理論に
基づ く禁煙支援の看護教育 ・実践への導入モデル
日本がん看護学会誌23〔SuppI.}:99,2009
30.九	津見雅美,杉 浦圭子,伊 藤美樹子,三 上 洋
施設入所認知症高齢者の攻撃性へのケアとバーンア
ウ トとの関連 日本老年医学会雑誌46(Supp1.):89, 
zoos

31.杉	浦圭子,伊 藤美樹子,九 津見雅美,三 上 洋
介護保険サービス利用者の介護者交代に関わる要因
の検討 日本公衆衛生雑誌56(10):232,2009
32.杢	多容王,阿 曽洋子,伊 部亜希,且 丸朋王,假 谷
魁 男性高齢者に対するの 「転倒予防ケア」と
しての足浴の有効性 日本看護科学会誌29巻3号
2009年11月480頁
33.葉 山右香,根 来佐由美,井 上智子 呼吸介助とシル
ベスター法を用いた深呼吸法が高齢者の循環動態に
及ぼす影響 第8回 日本看護技術学会学術集会講演
抄録集2009年9月103頁
34根 来佐由美,葉 山宜 香,井 上智子 地域高齢者め皮
膚ケアの実態(5月 と12月 を比較して)日 本看護
研究学会雑誌2009年8月378頁
35,萩	原聡子,葉 山宜賚,井 上智子 インスリン自己注
射を行う患者の在宅療養を支援する効果的な指導方
法 第40回 日本看護学会抄録集地域看護2009年
11月185頁
36.高_亜	窒,大 野ゆう子,岡 田志麻 感情表現の うま
さに関連する音声パラメータの抽出itヘ ルスケア
学会第3回 学術大会抄録集4巻1号2009年5月
46-49頁
37.挂	丸祐壬,大 野ゆう子,沼 崎穂高,手 島昭樹,JASTRO
データベース委員会JASTROデ ータベースにもとつ
く大阪府の放射線治療施設における治療資源の変化
ITヘ ルスケア学会第3回 学術大会抄録集4巻1号
2009年5月80-83頁
38.旦	丸朋王,阿 曽洋子,伊 部亜希,杢 多容壬,徳 重
あつ子,木 村静,岡 みゆき 移動援助時の看護師の
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
86
 
作業効率の違いが患者の頚部筋負担に及ぼす影響に
ついて 人間工学45巻 特別号2009年6月256頁
39.	 量丸」盟壬,阿 曽洋子,伊 部亜希,杢 多容壬,木 村静,
徳重あつ子,岡 みゆき 移動援助時のベッドの高さ
違いが患者に及ぼす影響について一頸部後屈角度 ・
心拍変動の観点から一 日本看護研究学会誌32巻3
号2009年8月178頁
ao.	 杢多容王,阿 曽洋子,伊 部亜希,旦 訌盟壬,木 村 静,
徳重あつ子,岡 みゆき 女性高齢者に対する 「転倒
予防ケア」としての足浴の有効性の検討一足部指標
の観点か ら一 日本看護研究学会雑誌32巻3号
2009年8月226頁
41.	 苴山恵,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あつ子,岡 みゆ
き 糖尿病患者に対するシムス位施行による排便促
通効果 日本看護研究学会雑誌32巻3号20qg年8
月348頁
42.	 墨多昼壬,阿 曽洋子,伊 部亜希,且 丸朋王,木 村 静,
徳重あつ子,岡 みゆき 女性高齢者の転倒経験から
みた 「転倒予防ケア」としての足浴の有効性の検討
日本老年看護学会第14回 学術集会抄録集2009年9
月239頁
43.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用 いて小児OSASの 治療
効果評価法の提案 生体医工学シンポジウム2009講
演予稿集2009年9月116頁
44.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用いて小児OSASの 治療
効果評価法 の提案 第1回ISMSJ学 術 集会抄録集
2009年9月39頁
45.	 岩佐真也,大 野ゆう子,志 岐直美,筒 井杏奈,清 水
佐知子,撞 丸Y1ア フリカ諸国フランス語圏にお
ける医療の行方 第68回 日本公衆衛生学会総会抄録
集56巻10号2009年10月300頁
46.	 森上和恵,盤,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 育児行動 に影響する要因に関する
研究一出産年齢別の比較検討一 日本公衆衛生雑誌 
56(10):445,2009
47.	 秋山旦韭三,森 上和恵,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 就労女性と非就労女性の3か 月児
健診の満足に影響する要因の検討 日本公衆衛生雑
誌56(10〕:445,2009
48.	 神尾直佳,谷 口美江,甲 田伸一,森 上和恵,麹 山
壁,三 上 洋 育児不安に影響する要因に関する
検討～3か 月児健診の取 り組みから～ 日本公衆衛
生雑誌56(10}:448,2009
49.	長谷川避,石 山良子,高 橋弘枝,葉 山査香,井 上 
大 阪大学看護学雑藩VoL16No .1(2010) 
智子 看護組織の リーダー分類と組織風土の関連性
の検討 第47回 日本医療 ・病院管理学会学術総会
2009年10月378頁
50.	 一,高 橋 弘枝,葉 山埜,井 上 智子
看護分野における組織風土の測定 第29回 日本看
護科学学会学術集会,2009年11月229頁
51.	 歌毋真依,大 野ゆう子,清 水佐知子APCモ デルに
よる胃がん罹患数推計法の比較研究ITヘ ルスケ
ア学会第3回 学術大会抄録集4巻1号2009年5月
84-87頁
52.	 亶久元香,大 野ゆう子,清 水佐知子3軸 加速度セ
ンサ付き日常行動記録計を用いた行動検出の実験的
検討ITヘ ルスケア学会第3回 学術大会抄録集4
巻1号2009年5月22-25頁
53.	 堀魅,大 野ゆ う子,清 水佐 知子,松 村泰志
大学附属病院における外来受診患者の経年変動と将
来予測ITヘ ルスケア学会第3回 学術大会抄録集4巻
1号2009年5月74-77頁
54.	 薀型,大 野ゆう子,山 田憲嗣,金 谷一朗,川 崎
和男,岡 田千鶴 差分処理用いた看護師の移動距離
の測定 と業務量の推定 生体医工学シンポジウム
2009講演予稿集2009年9月16頁
55.	 歌因真依,大 野ゆう子,蜷,志 岐直美,筒 井
杏奈,挂 丸祐壬,早 田みどり 長崎県におけるがん
治療均てん化と集中化の検討 生体医工学シンポジ
ウム2009講 演予稿集2009年9月148頁
56.	 亶久元査,大 野ゆう子,清 水佐知子,石 井豊恵,
山田憲嗣 画像処理による特殊行動抽出のための行
動パラメータ検討 生体医工学シンポジウム2009講
演予稿集2009年9月115頁
57.	 'h久 美,大 野ゆう子,清 水佐知子,村 田泰三,
松村泰志 大学附属病院における外来受診患者の経
年変動と将来予測 生体医工学シンポジウム2009講
演予稿集2009年9月150頁
58.	 黜 辷E,大 野ゆう子,石 井豊恵,清 水佐知子,
査固な2豈,D剣 煌,岡 田千鶴,金 谷一朗,川 崎
和男 移送業務と移送業務実態からの病棟階設計の
考察 生体 医工学シ ンポジウム2009講 演予稿集
2009年9月117頁
59.	 喜久元査,大 野ゆう子,清 水佐知子,山 田憲嗣,
松村泰志 画像処理を用いた医療現場における特定
行動の自動検出に関する基礎的検討 平成21年 電気
関係学会関西支部連合大会,プ ログラム ・公演論文
集2009年11月(CD)G323頁
60.	蠱L雄L,大 野ゆう子,山 田憲嗣 シリコーンを用
いた触覚内視鏡に関する基礎的検討 平成21年 電気
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 哀纏≡学部生 
87
 
大阪大学看護学雑誌Vo1.16No.1(2010) 
関係学会関西支部連合大会,プ ログラム ・公演論文
集2009年it月(CD)G49頁
61.	 遡,清 水佐知子,志 岐直美,大 野ゆう子
リスク選好が健康関連行動に与える影響に関する研
究 第79回 日本衛生学会総会抄録集2009年3月409
頁
62.	 歌毋真依,大 野 ゆう子,清 水佐知子,筒 井杏奈,
早田みどり 長崎県における小児がん治療集中化の
検討 日本行動計量学会第37回 大会抄録集2009年
8月204-5頁
63.	 亶幺五置,大 野 ゆう子,清 水佐知子,石 井豊 恵
階層移動検出結果の基礎データ化一日常行動記録計
のタイムスタディ応用を想定して一 日本行動計量
学会第37回 大会抄録集2009年8月296-97頁
64.	 査置 な2壹,大 野ゆう子,清 水佐知子,撞 丸祐王,
志岐直美 リスク選好が健康関連行動に与える影響
に関する研究 日本行動計量学会第37回 大会抄録集
2009年8月202-3頁
65.	 蓮_雄 三L,大 野ゆう子,山 田憲嗣,金 谷一朗,岡 田
千鶴 ビデオ画像を用いたナースステーション内の
看護師の移動動線の抽出 日本行動計量学会第37回
大会発表抄録集2009年8月208-9頁
ss.	 堀甚久美,大 野ゆう子,清 水佐知子,志 岐直美,
早田みどり 長崎県におけるがん患者受療行動の分
析 日本行動計量学会第37回 大会発表抄録集2009
年8月206-7頁
67.	 野毋裕王,大 野ゆう子,清 水佐知子,金 谷一朗,
岡田千鶴 循環器系疾患専門病院における患者移送
業務の分析 日本行動計量学会第37回 大会発表抄録
集2009年8月150-151頁
68.	 D剣[煌,大 野ゆう子,清 水佐知子,石 井豊恵,
沼崎穂高 病棟タイムスタディデータベース構築に
関する研究 日本行動計量学会第37回 大会発表抄録
集2009年8月148-149頁
69.	 磯野安理沙,九 津見雅美,杉 浦圭子,伊 藤美樹子,
三上 洋 介護保険利用下の要介護者の居宅介護サ
ービスに対する満足度の変化に関する検討 日本老
年医学会雑誌46($Uppl.〕:95,2009
70.	 磯野安理沙,菱 且 知代,杉 浦圭子,九 津見雅美,
伊藤美樹子,三 上 洋 介護保険制度下の居宅介護
サービスに関する利用者の意向 ・要望 日本公衆衛
生雑誌56(10):506,2009
71.	大孅E,菱 毋筮,九 津見雅美,杉 浦圭子,
伊藤美樹子,三 上 洋 在宅要介護者における褥瘡
有病率 と介 護状況 との関連 日本公衆 衛生雑 誌 
56(10):236,2009
3.研	究報告
1.早 川和生,西 原玲壬,U/,D健 亮,六 野聟代,
佐伯志穂:高 齢双生児L200組 の同胞間比較からみ
た老年期の人生満足度 に関与する遺伝と環境要因の
研 究,大 阪 ガ ス グル ー プ 福 祉 財 団報 告 書, 
22:83-87,2009.

2.白	 井文恵,丸 山美知子 訪問介護に従事する介護福
祉士 ・ホームヘルパーの感染のリスクと感染予防に
対する行動 ・認識に関する研究 第19回 フランスベ
ッド・デ ィカルホームケア研究助成 ・事業助成報告
書2009年707-726頁
4.大	学 ・研 究所 等 の報 告
1.三 上 洋,伊 藤 美樹 子,杉 浦 圭子,九 津 見雅 美,
菱蹴,太 齪,磯 野安理沙 平成20年 度
東大 阪市居 宅介護サ ー ビス の利 用に関す るア ンケー
ト調査報告書2009年3月
5.解	説 ・総 説
1.三 上 洋 血圧 異常(高 血圧 を中心 に)薬 事 日報
メデ ィカル 版2月 号 「症状か ら見 た臨床検査」 シ リ
ーズ
6.そ	の他 
1._HayakawaK:KAZUOHAYAKAWA,WHO'SWHO-N
 
MEDIC-NEANDHEALTHCARE,AWho'sWhoin
 
AmericaPublication,734,2009

ll著	 書
1.一	般 著書
1.三	 上 洋16-4抜 歯 を含む手術時 の注 意点 荻原
俊男編 予防 とつきあ い方 シ リーズ[改 訂版1高 齢
者 ・糖尿病 一生 活習慣病 一〕p.110-111.メ デ ィカ
ル レビュー社,2009年
2,三	 上 洋17高 血圧 とQOL荻 原俊 男編 予防 と
つきあ い方 シ リーズ[改 訂 版]高 齢者 ・糖尿病 一生
活習慣病 一〕p.112-113.メ デ ィカル レビュ ー社,
2009年
2.専	門著 書
1.早 川和 生,ク エス チ ョン ・バ ンク保健 師国家試験 問
題 解説2010,分 担 頁314-372,373-491,メ デ ィクメ
デ ィァ,2009
2.白 井文恵 地域看護学1～ll星 旦二編zooo年 新
出題 基準別保健 師国 家試 験予 想問題集 メデ ィカ出
版2009
3.白	 井文恵 地域看護学1～ll星 旦二編2010年 出
題基準別保健師国家試験 問題 メデ ィ力出版2009
3.教	科 書 な し
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m	 招聘講演 ・シンポ ジウム等
1.	 国際学会 なし
2.	 国内学会
1.	 阿曽洋子 シンポジウム 補助人工心臓装着患者お
よび家族への支擾 日本医工学治療学会第25回 学
術大会2009年4月,大 阪市
2.	 阿曽洋子 シンポジウム 今こそ連携!基 礎教育と
臨床がタッグを組んだ看護教育 第40回 日本看護
学会L看 護管理一2009年10月,大 阪市
3.	 石井豊恵 パネルディスカッション 看護の現状と
工学への期待 ～ERな どの臨床現場から～ 日本
生体医工学会北海道支部第34回 生体医工学研究会
2009年12月,北 海道
4.	 伊部亜希 シンポジウム 研究を継続するための課
題一看護基礎研究か ら一 日本看護研究学会第22
回近畿 ・北陸地方会学術集会2009年3月,京 都市
N	 学 会 一 般 演 題
1.	 国 際 学 会 
1.	 FukumuraH,KomotoK,OkadaS,OhnoY,Shimizu
 
S,NishijimaY,OkadaC,MakikawaMProposalof
 
detectionprocedureofecgmonitoralarminnursestation
 
byfrequencyandwaveformanalysis6thAsiaPacific
 
AssociationforMedicalInformatics,2009,November,
 
Japan
 
2.	 KomotoK,FukumuraH,OkadaS,OhnoY,Makikawa
 
MTimestudyfornursingusingautomaticrecorder
 
consistingofballpointpenandstopwatch6thAsia
 
PacificAssociationforMedicalInformatics,2009,
 
November,Japan
 
3.	 TakabayashiY,OkadaS,OhnoY,MakikawaM
 
Developmentofautomatedtime-and-motionstudyfor
 
analyzingpatienttransportbymeasurementofwheel
 
rotationangle6thAsiaPacificAssociationforMedical
 
Informatics,2009,November,Japan
 
4.	 TsujiM,OhnoY,HoriM,ShimizuS,MurataT,
 
MatsumuraYDoestheriseofinitialvisitfeechange
 
thepropertyofnewpatients?6thAsiaPacific
 
AssociationforMedicalInformatics,2009,November,
 
Japan
 
5.	 YokouchiM,OhnoYTheefficiencyofthetime
 
processmodelinglanguageinhospitaljobanalysis6th
 
AsiaPacificAssociationforMedicalInformatics,2009,
 
November,Japan
 
6. MiwaN,NakamuraT,OhnoYPrefecturalandjapan
 
futuretimetrendsinthecerebrovasculardisease
 
mortalityprojections,basedonage-period-cohort
 
analyses6thAsiaPacificAssociationforMedical
 
Informatics,2009,November,Japan
 
7.	 MatsukawaG,FukumuraH,TakabayashiY,OkadaS,
 
OhnoY,MakikawaMProposalofnewtimeand
 
motionstudyforworkatthenursestationbyimage
 
processing6thAsiaPacificAssociationforMedical
 
Informatics,2009,November,Japan
 
8.	 KasaharaS,OhnoY,IshiiA,NumasakiH
 
Visualizingtheimpactofinterruptionsinnursing
 
workflowbyusingBPMN6thAsiaPacificAssociation
 
forMedicalInformatics,2009,November,Japan
 
9.	 YamamotoM,IzumiK,AsoYCognitivefunctionas 
assessedinagroupofelderlywomenwhorequire
low-levelcalewhileIivingalone1就China-Japan-Korea 
academicexchangeconferenceonnursing,127-128, 
2009,August,Bejing 
10.	 TokushigeA,AsoY,IbeA,OkaM,KatayamaM 
Verificationofseatedpostureassisttoactivatethebrain 
ofolderpersonsinawelfareinstitutionbyanalyzing 
electroencephalogramls`China-Japan-Koreaacademic 
exchangeconferenceonnursing,223-225,2009,August,
Be緬ing 
11.	 YamamotoM,AsoYDilemmafacingnursesregarding
thephysicalrestraintsofolderpeoplewithdementia1訊 
Internationalnursingresearchconferenceofworld 
academyofnursingscienceJapan,2009,Kobe 
12.	 SaikiS,TomizawaR,HayakawaK,NishiharaR,Ohno
 
TLifestyleandenvironmentalfactorsaffectinginfra-pair
 
differencesofdepressivesymptomsinagedidentical
 
twins.The4`hInternationalConferenceonConununity
 
HealthNursingResearch,August2009
 
13.	 1toM,HishidaT,OmuraK,KutsumiM,SugiuraK,
 
MikamiR.Socialsupportuseanddependencyamong
 
oldpeoplebylivingan-angementsThe4thInternational
 
ConferencesonCommunityHealthNursingResearch,
 
August2009,Adelaide,Australia
 
14.	 KutsumiM,ItoM,HishidaT,OmuraK,SugiuraK,
 
MikamiH.Prognosisofolderpeopledwellingin
 
community1:Five-yearsurvivalanalysisforolder
 
peopleusinglong-termcareThe4thInternational
 
ConferencesonCommunityHealthNursingResearch,
 
August2009,Adelaide,Australia
 
15.	 SugiuraK,KutsumiM,MikamiH,OmuraK,HishidaT,
 
ItoM.Effectsofemploymentonmalefamily
 
caregivers'mentalhealth‐Acomparisonbetweensons
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and husbands The 4th International Conferences on 
Community Health Nursing Research, August 2009, 
Adelaide, Australia 
16. 	Shimizu S, Yoshioka N, Iwasa M, Yahan G, Ohno Y 
Social interaction in risky behavior by college student in 
japan 7th World Congress on Health Economics, 2009, 
July, China 
17. 	Shimizu S, Ohno  Y, Ohnishi K, Iwasa M, Gaoyahan, 
Mochimaru Y, Wang Y Social interaction in risky 
behavior by college student in japan 6th Asia Pacific 
Association for Medical  Informatics , 2009, November, 
Japan 
18. 	 Nishihara R, Inui F, Cai Y, Hayakawa K Genetic 
Influences on Gastric Cancer Deaths in Japanese Twins 
The 4th International Conference on Community Health 
Nursing Research, August 2009 Adelaide Australia 
19. 	 Ishigami K, Nishihara R, Hayakawa K Lifestyle factors 
affecting life satisfaction in middle-aged and older adults; 
differences by age and sex The  lstInternational Nursing 
Research Conference of World Academy of Nursing 
Science September 2009 Kobe 
20. 	Mochimaru Y, Ohno Y, Numasaki H, Shibuya H, 
Nishimura T , Teshima T The JASTRO database 
committee .(2009) T J d Enhancement of radiotherapy 
resources in osaka,japan -based on the japanese stractural 
survey in 2003 and 2005- 11th Medical Physics and 
Biomedical Eenginnering, 2009, September, Germany 
21. 	 Kasahara S, Ohno Y, Ishii A, and Numasaki H 
Visualizing the Impact of Interruptions in Nursing 
Workflow by using BPMN, 6th Asia Pacific Association 
for Medical Informatics proceedings, 2009.11, Hiroshima 
22. 	 Onoi M., Ito M., Hayakawa K.: The eating behavior and 
the daily physical activity of obese children with 
Intellectual disability, The first Asia-Pacific Conference 
on Health Promotion and Education, 2009.7, Chiba, 
Japan 
23. 	 Akiyama A, Numata K, Mikami H Factors influencing 
home death and caregiver bereavement outcome: 
Relationship between regret and satisfaction with home 
medical care. The 19th IAGG World Congress of 
Gerontology & Geriatrics, July 2009, Paris, France 
24. 	 Akiyama A, Morigami K, Kamio N, Taniguchi M, 
Mikami II Infant health checkup as an opportunity to 
assist employed Japanese mothers in their child rearing 
The 4th International Conferences on Community Health 
Nursing Research, August 2009, Adelaide, Australia 
25. 	Morigami K, Akiyama A, Kamio N, Taniguchi M, 
Mikami H Factors influencing the maternal nurturing 
behavior — A survey of participants of health checkup for 
3 month-old infants — The 4th International 
Conferences on Community Health Nursing Research, 
August 2009, Adelaide, Australia 
26. 	 Rie Morita, Mikako Arakida, Sato Jun, Hiroshi Mikami 
The difference of health condition and impaired 
presenteeism between Korean and Japanese wokers 
Asia-Pacific Conference on Health Promotion and 
Education (APHPE), July 2009,  Makuhari Messe, Chiba, 
Japan 
27. 	 Rie Morita, Mikako  Arakida, Sato Jun, Hiroshi Mikami 
Development of the Japanese Version of the Health 
Education Impact Questionnaire (heiQ) The 20th 
Korea • Japan  • China Joint Conference on Occupational 
Health August 2009, Seoul, Korea 
28. 	 Yoshioka N, Ohno  Y, Shimizu S, Ohnishi K, Utada M, 
Hori M, Soda M Bootstrap simulation for evaluating 
effects of missing data on survival rate based on nagasaki 
cancer registry data 6th Asia Pacific Association for 
Medical Informatics , 2009, November, Japan 
29. 	Noda H, Ohno Y, Ishii A, Shimizu S, Yokouchi M, 
Kanaya I, Kawasaki K, Motosugi F, Tanaka A, Okada 
C Application of the time process modeling language 
for the dynamic workflow analysis of the patient 
transportation in acute care hospital 6th Asia Pacific 
Association for Medical Informatics , 2009, November, 
Japan 
30. 	Lin J, Ohno V, Ishii A, Shimizu S, Susuki Y, Noda 
H, Iwasa M, Yoshioka N, Wang L, Numasaki H An 
interactive, multimodal visualization and analysis system 
for time motion study 6th Asia Pacific Association for 
Medical Informatics , 2009, November, Japan 
31. 	 Utada M, Ohno Y, Hori M, Tutui A, Mochimru Y, 
Shiki N, Soda M Analysis of standardization and 
centralization of cancer treatment in nagasaki orefecture 
6th Asia Pacific Association for Medical Informatics , 
2009, November, Japan 
32. 	 Kikumoto K, Ohno Y, Shimizu S, Yamada K, 
Matsumura Y Fundamental detection into using image 
processing to the consulting behavior 6th Asia Pacific 
Association for Medical Informatics , 2009, November, 
Japan 
33. 	 Hori M, Ohno Y, Shimizu  S, Murata T, Matsumura Y 
The twelve-years' trend of the outpatients in the
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universityhospitalanditsfutureprojection6thAsia
 
PacificAssociationforMedicalInformatics,2009,
 
November,Japan
 
34.OmuraK.,KutsumiM.,ItoM.,InoueY.,YamazakiY.:
 
EffectsoftheSecondopinionsystemonMedically
 
inducedHN-infectedHemophiliacs,Thefirst
 
Asia-PacificConferenceonHealthPromotionand
 
Education,2009.7,Chiba,Japan
 
35.HishidaT,ItoM,KutsumiM,SugiuraK,OmuraK,
 
MikamiA.Prognosisofolderpeopledwellingin
 
community2:Three-yearsurviveanditsaffecting
 
psychologicalandsocialfactorsThe4thInternational
 
ConferencesonCommunityHealthNursingResearch,
 
August2009,Adelaide,Australia
 
36.OmuraK,HishidaT,ItoM,SugiuraK,KutsumiM,
 
MikamiH.Thecaregiver'sburdenofolderpeoplewho
 
neednightlyhomemedicalcareThe4thInternational
 
ConferencesonCommunityHealthNursingReseazch,
 
August2009,Adelaide,Australia

2.国	 内 学 会
1.越 野 八 重 美,大 野 ゆ う 子 介 助 動 作 学 習 に お け る 数
量 的 検 討 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告MEと バ
イ オ サ イ バ ネ テ ィ ク ス2009年10月,大 阪
2.志	 岐 直 美,大 野 ゆ う 子,藤 井 歩 美,村 田 康 三,松 村
泰 志 新 し い 業 務 分 析 手 法 の 提 案 一 院 内 が ん 登 録
業 務 に お け る タ イ ム プ ロ セ ス ス タ デ ィ ーITヘ ル
ス ケ ア 学 会 第3回 学 術 大 会2009年5月,東 京
3.笠 原 聡 子,大 野 ゆ う子,石 井 豊 恵,沼 崎 穂 高 病 棟
に お け る 看 護 業 務 中 断 の 実 際 と 改 善 へ の 提 案 第7
回 生 活 支 援 工 学 系 学 会 連 合 大 会2009年9月,高 知
4.笠	 原 聡 子,大 野 ゆ う 子,石 井 豊 恵,沼 崎 穂 高 看 護
業 務 中 断 の 構 造 と 勤 務 時 間 超 過 へ の 影 響 第29回 日
本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会2009年11月,千 葉
5,横 内 光 子,大 野 ゆ う子,高 桑 宗 右 ヱ 門,WIJEWICKRAM,
竹 井 留 美,岡 本 麻 美 外 来 化 学 療 法 部 門 の 診 療 シ ス
テ ム シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 日本 行 動 計 量 学 会 第37回 大
会2009.年8月,大 分
6.木	 村 静,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,徳 重 あ つ 子,庄 山 恵,
旦 丸 朋 壬,室 癰 フ ッ トマ ッ サ ー ジ が 及 ぼ す 副
交 感 神 経 活 動 へ の 影 響 日 本 看 護 研 究 学 会 第22回 近
畿 ・北 陸 地 方 会 学 術 集 会2009年3月,京 都 市
7.和	 泉 京 子,阿 曽 洋 子 「軽 度 要 介 護 認 定 」 高 齢 者 の
特 性 別 に み た 介 護 予 防 サ ー ビス 内 容 へ の 参 加 希 望 状
況 日 本 地 看 護 学 会 第12回 学 術 集 会2009年7月,
千 葉 市
8.和 泉 京 子,阿 曽 洋 子,山 本 美 輪 「軽 度 要 介 護 認 定 」 
高齢者の年齢区分別にみた身体 ・心理 ・社会的状況
と3年 後の要介護度の推移 第29回 日本看護科学学
会学術集会2009年11月,千 葉市域
9.	 和泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 「軽度要介護認定」
高齢者の3年 後の要介護度の推移の状況とその要因
日本老年社会科学会第51回 大会2009年6月,横 浜
市
10.	 和泉京子,阿 曽洋子 軽度要介護認定高齢者の再転
倒の有無別にみた3年 後の要介護度の推移と再転倒
の要因 第68回 日本公衆衛生学会総会2009年10
月,奈 良市
11.	 山居輝美,和 田恵美子,井 上智子,葉 山D外 来
で配布された前立腺生検に関する説明資料に対する
認知的評価と情緒的評価の関連 第23回 日本がん看
護学会学術集会2009年2月,沖 縄
12.	 岡村仁美,井 上智子,葉 山宜香 入院中に必要な高
齢者へのス トーマケアと情報提供 第40回 日本看護
学会抄録集成人看護u2009年9月,鳥 取
13.	 佐藤浩美,鍋 谷佳子,萩 原さがみ,井 上智子,伊 部
亜希,阿 曽洋子 看護師による静脈注射部位の血管
アセスメン ト及び穿刺血管に影響する要因と トラブ
ル発生率との関係 第40回 日本看護学会一看護管理
一学術集会2009年10月,大 阪市
14.	 松田葉子,軍 司敦子,三 上 洋,加 我牧子,早 川
和生 双生児幼児同胞間の会話における基本周波数
の特徴,第23回 日本双生児研究学会学術集会,2009
年1月,大 阪市
15.	 松 田 葉 子,三 上 洋,林 知 里,早 川 和 生 
IPTA(Illinoistestofpsycholinguistic
abilities)を 用いた双生児における聴覚言語理解能
力の縦断的評価～双生児の聴覚言語理解能力の低下
と生物学的背景との関連,第23回 日本双生児研究学
会学術集会,2009年1月,大 阪市
16.	 石井豊恵,清 水佐知子,保 坂 良資,大 野 ゆ う子
リネンRFIDタ グによる患者安全 ・見守 りシステムの
実験的検討 生体医工学2009年4月,東 京
17.	 横山由香里,山 崎喜比古,伊 藤美樹子,九 津見雅美,
溝田友里,井 上洋士,熊 田奈緒子 薬害HlV感 染患
者とその家族 における逆境下成長に関する研究.第
68回 日本公衆衛生学会(奈 良),2009.11
18.	伊藤美樹子,九 津見雅美,去 攤,溝 田友里,
井上洋士,山 崎喜比古,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤
智己,森 戸克則 薬害HIV感 染血友病患者の妻にお
ける薬害事件の理解 第23回 日本エイズ学会学術集
会(名 古屋),zoos.11
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19.九	津見雅美,伊 藤美樹子,太C,溝 田友里,
井上洋士,清 水由香,山 崎喜比古,大 平勝美,小 山
昇孝,後 藤智己,森 戸克則 薬害HIV感 染被害患者
の地域別 にみた就労割合 と経済的不安の関連要因の
検討 第23回 日本エイズ学会学術集会(名 古屋), 
2009.11
20.横	山由香里,山 崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,
伊藤美樹子,九 津見雅美,熊 田奈緒子 薬害 田V感
染患者 ・家族の逆境下成長と促進要因に関する研究
第23回 日本エイズ学会学術集会(名 古屋),2009.11
21,九	津見 雅美,杉 浦圭子,伊 藤美樹子,三 上 洋
施設入所認知症高齢者にみられる攻撃性へのケアと
バーンアウトとの関連,第26回 日本老年学会総会(横
浜),2009.6
22.杉 浦 圭子,伊 藤美樹子,九 津見雅美,三 上 洋
介護保険サービス利用者の介護者交代に関わる要因
の検討.第68回 日本公衆衛生学会(奈 良),2009.11
23.清 水佐知子,大 野ゆう子,逾 ⊇壼,挂 丸祐王,
志岐直美 飲酒 ・喫煙への社会的相互作用効果に関
する実証研究 日本行動計量学会第37回 大会2009
年8月,大 分
24.清	水佐知子,繼,盥,岩 佐 真也,
大野ゆう子 喫煙行動における社会的相互作用の影
響に関する実証研究2009年3月,東 京
25.名 倉育子,伊 部亜希,阿 曽洋子 高齢者の経腸栄養
患者の療養期間中における栄養状態の実態と褥瘡発
生との関係 第68回 日本公衆衛生学会総会2009
年10月,奈 良市
26.鍋	谷佳子,佐 藤浩美,萩 原さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 トラブル発生率からみた静脈注射
チェックシー トを用いた血管アセスメント能力の変
化 第40回 日本看護学会 一看護管理 一学術集会
2009年10月,大 阪市
27,春	木あゆみ,羽 賀知行,楠 芳之,伊 部亜希,阿 曽
洋子 人工皮膚を用いた皮膚血液循環評価手法の妥
当性検証 第30回 バイオメカニズム学術講演会
2009年12月,札 幌市
28.伊	部亜希,羽 賀知行,阿 曽洋子,福 田みゆき,山 本
嘉代子,長 尾敏子,名 倉育子 入院高齢者の仙骨部
における皮膚組織温度伝導率と褥瘡発生危険要因と
の関係 第11回 日本褥瘡学会学術集会2009年9
月,大 阪市
29.名	倉育子,福 田みゆき,山 本嘉代子,長 尾敏子,
伊部亜希,阿 曽洋子 褥瘡発生 リスクの高い経腸栄
養患者の栄養摂取状況 と褥瘡発生 リスクとの関連
第11回 日本褥瘡学会学術集会2009年9月,大 阪市 
30.	 名倉育子,伊 部亜希,阿 曽洋子 高齢者の経腸栄養
患者の療養期間中における栄養状態の実態 と褥瘡発
生との関係 第68回 日本公衆衛生学会総会2009
年10月,奈 良市
31.	 西原玲壬,早 川和生,蔡=」 陽≡E,闥,佐 伯志
薀,冨 澤理恵 中高年双生児におけるがん死亡の特
徴～一卵性双生児と二卵性双生児との比較～ 日本
双生児研究学会第23回 学術講演会2009.1大 阪市
32.	 西原玲王,乾 富土 男,冨 涯理恵,加 藤憲司,早 川
和生 高齢双生児の高次生活機能に関連する遺伝的
要 因 の検 討 第68回 日本公 衆衛 生 学会 総 会
2009.10奈 良
33.	 葉山宜香,根 来佐由美,井 上智子 呼吸介助とシル
ベスタ〒法を用いた深呼吸法が高齢者の循環動態に
及ぼす影響 第8回 日本看護技術学会学術集会
2009年9月,北 海道
34.	 根来佐由美,葉 山査香,井 上智子 地域高齢者の皮
膚ケアの実態(5月 と12月 を比較して)第32回 日
本看護研究学会学術集会2009年8月,横 浜
35.	 萩原聡子,葉 山宜 査,井 上智子 インスリン自己注
射を行う患者の在宅療養を支援する効果的な指導方
法 第40回 日本看護学会抄録集地域看護2009年
11月,松 本
36.	 毋丸/!,阿 曽洋子,伊 部亜希,杢 多至隆,徳 重
あつ子,木 村静,岡 みゆき 移動援助時の看護師の
作業効率の違いが患者の頚部筋負担に及ぼす影響に
ついて 第50回 日本人間工学会記念大会2009年6
月,つ くば市
37.	 旦衄,阿 曽洋子,伊 部亜希,杢 多容壬,木 村静,
徳重あつ子,岡 みゆき 移動援助時のベッドの高さ
違いが患者に及ぼす影響について 頸部後屈角度 ・
心拍変動の観点から一 第35回 日本看護研究学会学
術集会2009年8月,横 浜市
38.	 杢多容壬,阿 曽洋子,伊 部亜希,田丸朋壬,木 村 静,
徳重あつ子,岡 みゆき 女性高齢者に対する 「転倒
予防ケア」としての足浴の有効性の検討 一足部指標
の観点から 一 第35回 日本看護研究学会学術集会
2009年7月,横 浜市
39.	 杢多賽壬,阿 曽洋子,伊 部亜希,皿 丸朋王,木 村 静,
徳重あつ子,岡 みゆき 女性高齢者の転倒経験か ら
みた 「転倒予防ケア」 としての足浴の有効性の検討
日本老年看護学会第14回 学術集会2009年9月,札
幌市
40.	杢多容王,阿 曽洋子,伊 部亜希,皿 丸朋王,假 谷
盥 男性高齢者に対するの 「転倒予防ケア」と
しての足浴の有効性 第29回 日本看護科学学会学術
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集会2009年11月,浦 安市
41.	 甅,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重 あつ子,岡
みゆき 糖尿病患者に対するシムス位施行による排
便促通効果 第35回 日本看護研究学会学術集会
2009年8月,横 浜市
42.	 高_亜 里,大 野ゆう子,岡 田志麻 感情表現のうま
さに関連する音声パラメータの抽出1丁 ヘルスケア
学会第3回 学術大会2009年5月,東 京
43.	 盥,大 野ゆう子,沼 崎穂高,手 島昭樹,JASTRO
データベース委員会JASTROデ ータベースにもとつ
く大阪府の放射線治療施設における治療資源の変化
ITヘルスケア学会第3回 学術大会2009年5月,東 京
44.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用いて小児OSASの 療効
果評価法の提案 生体医工学 シ ンポジウム2009
2009年9月,千 葉
45.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用いて小児OSASの 治療
効果評価法の提案 第1回ISMSJ学 術集会2009年9
月,千 葉
46.	 豈佐真也,大 野ゆう子,志 岐直美,筒 井杏奈,清 水
佐知子,盥 アフリカ諸国フランス語圏にお
ける医療 の行方 第68回 日本公衆衛生学会総会
2009年10月,奈 良
47.	 森且理江,荒 木 田美香子,巽 あさみ,去D,
佐藤 潤,鈴 木志津江,浜 辺郁子,伊 藤範子,中 元
健 吾,吉 田 勉Hea[thEducationlmpact
Questionnaire日 本語版作成の試みheiQ-Coreの
信頼性と妥当性の検討 第82回 産業衛生学会2009
年5月 福岡市
48.	 鈴木志津江,荒 木田美香子,佐 藤 潤,森 旦理江,
六塚敏王 保健指導の影響評価指標としての日本語
版heiQの 妥当性の検討 第82回 産業衛生学会
2009年5月 福岡市
49.	 森上和恵,秋 山 咀王,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 育児行動に影響する要因に関する
研究一出産年断別の比較検討一 第68回 日本公衆衛
生学会,2009年10月,奈 良市
50.	 秋山朋王,森 上和恵,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 就労女性と非就労女性の3か 月児
健診の満足に影響する要因の検討 第68回 日本公衆
衛生学会,2009年10月,奈 良市
51.	神尾直佳,谷 口美江,甲 田伸一,森 上和恵,秋 山
明王,三 上 洋 育児不安に影響する要因に関する
検討～3か 月児健診の取 り組みから～ 第68回 日本
公衆衛生学会,2009年10月,奈 良市 
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52.	 拠 哩且壬,英 裕雄,三 上 洋 東京23区 の在宅療
養所の現状 と課題 第20回 日本老年医学会近畿地方
会,2009年12月,大 阪市
53.	 Y1,清 水悠路,前 田健次,井 戸正利,岡 田
武夫,木 山昌彦,北 村明彦,中 村正和,三 上 洋,
石川善紀 喫煙,飲 酒がメタボリックシンドローム
構成因子に及ぼす影響の検討 第20回 日本老年医学
会近畿地方会,2009年12月,大 阪市
54.	 長谷皿注呈,石 山良子,高 橋弘枝,菫 山査香,井 上
智子 看護組織の リーダー分類と組織風土の関連性
の検討 第47回 日本医療 ・病院管理学会学術総会
2009年10月,東 京
55.	 長谷』⊥濫」E,高 橋 弘 枝,葉 山埜,井 上智 子
看護分野における組織風土の測定,第29回 日本看護
科学学会学術集会2009年11月,千 葉
56.	 歌皿真依,大 野ゆう子,清 水佐知子APCモ デルによ
る胃がん罹患数推計法の比較研究ITヘ ルスケア
学会第3回 学術大会2009年5月,東 京
57.	 亶久元香,大 野ゆう子,清 水佐知子3軸 加速度セン
サ付き日常行動記録計を用いた行動検出の実験的検
討ITヘ ルスケア学会第3回 学術大会2009年5
月,東 京
58.	 堀艦,大 野 ゆう子,清 水佐知子,松 村泰志
大学附属病院における外来受診患者の経年変動と将
来予測ITヘ ルスケア学会第3回 学術大会2009年5
月,東 京
59.	 蓮_雄 弖,大 野ゆう子,山 田憲嗣,金 谷一朗,川 崎
和男,岡 田千鶴 差分処理用いた看護師の移動距離
の測定と業務量の推定 生体医工学シンポ ジウム
20092009年9月,千 葉
60.	 亶久元養,大 野ゆう子,清 水佐知子,山 田憲嗣,
松村泰志 画像処理を用いた医療現場における特定
行動の自動検出に関する基礎的検討 電気関係学会
関西支部連合大会2009年11月,大 阪
61.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 甚久美,志 岐直美,筒 井
杏奈,持 丸祐王,早 田みどり 長崎県におけるがん
治療均てん化と集中化の検討 生体医工学シンポジ
ウム20092009年9月,千 葉
62.	 S久 元査,大 野ゆう子,清 水佐知子,石 井豊恵,
山田憲嗣 画像処理による特殊行動抽出のための行
動パラメータ検討 生体医工学シンポジウム2009
2009年9月,千 葉
63.	堀蕋 久美,大 野ゆう子,清 水佐知子,村 田泰三,
松村泰志 大学附属病院における外来受診患者の経
年変動と将来予測 生体医工学シンポジウム2009
2009年9月,千 葉
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64.野	且 隘壬,大 野 ゆう子,石 井豊恵,清 水佐知子,
蹤,0剣 煌,岡 田千鶴,金 谷一朗,川 崎
和男 移送業務と移送業務実態からの病棟階設計の
考察 生体医工学シンポジウム20092009年9月,千
葉
65.蓮_雄	韮,大 野ゆう子,山 田憲嗣 シ リコーンを用
いた触覚内視鏡に関する基礎的検討 電気関係学会
関西支部連合大会2009年11月,大 阪
66.査	置な」⊇壼,清 水佐知子,志 岐直美,大 野ゆう子
リスク選好が健康関連行動に与える影響に関する研
究 日本衛生学雑誌,2009年3月,東 京
67.歌	旦真依,大 野ゆう子,清 水佐知子,筒 井杏奈,早
田み どり 長崎県 における小児がん治療集中化の検
討 日本行動計量学会第37回大会2009年8月,大 分
68.亶	幺元査,大 野 ゆう子,清 水佐知子,石 井豊恵
階層移動検出結果の基礎データ化一日常行動記録計
のタイムスタディ応用を想定 して一 日本行動計量
学会第37回 大会2009年8月,大 分
69.劃	耽 ⊇豈,大 野ゆう子,清 水佐知子,拉 丸祐王,
志岐直美 リスク選好が健康関連行動に与える影響
に関する研究 日本行動計量学会第37回 大会2009
年8月,大 分
70,蓮_雄 韭,大 野ゆう子,山 田憲嗣,金 谷一朗,岡 田
千鶴 ビデオ画像を用いたナースステーション内の
看護師の移動動線の抽出 日本行動計量学会第37回
大会2009年8月,大 分
71,掘 菱久蓑,大 野 ゆう子,清 水佐知子,志 岐直美,
早田みど り 長崎県におけるがん患者受療行動の分
析 日本行動計量学会第37回 大会2009年8月,大 分
72,野	且 盗王,大 野ゆう子,清 水佐知子,金 谷一朗,
岡田千鶴 循環器系疾患専門病院における患者移送
業務の分析 日本行動計量学会第37回 大会2009年
8月,大 分
73.0煌,大	 野ゆう子,清 水佐知子,石 井豊恵,
沼崎穂高 病棟タイムスタディデータベース構築に
関する研究 日本行動計量学会第37回 大会2009年
8月,大 分
74.長 谷川.濫王,石 山良子,高 橋弘枝,葉 山査香,井 上
智子 看護組織のリーダー分類と組織風土の関連性
の検討 第47回 日本医療 ・病院管理学会学術総会
2009年10月,東 京
75.長 」谷⊥じ菫」三,高 橋 弘枝,葉L山 」苴査,井 上 智子
看護分野における組織風土の測定,第29回 日本看護
'科学学会学術集会
2009年11月,千 葉
76.磯	野安理沙,杉 浦圭子,九 津見雅美,伊 藤美樹子,
三上 洋 介護保険利用下の要介護者の居宅介護サ 
一ビスに対する満足度の変化に関する検討,第26回
日本老年学会総会(横 浜),2009.6
77.	 太攤 王,菱 且 知仕,九 津見雅美,杉 浦圭子,
伊藤美樹子,三 上 洋:在 宅要介護者における褥瘡
有病率と介護状況との関連 第68回 日本公衆衛生学
会(奈 良),2009.11
78.	 六野聟仕,早 川和生,西r,……;,佐 孅,冨 澤
理恵 高齢双生児の同胞間比較から見たlADL低 下の
ペア内差異とライフスタイルとの関連性 日本双生
児研究学会第23回 学術講演会2009.1大 阪市
79.	 太C　 ,九 津見雅美,伊 藤美樹子,溝 田友里,
井上洋士,山 崎喜比古,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤
智己,森 戸克則 薬害HlV感 染者における病状認識
が健康行動や精神健康に及ぼす影響.第23回 日本エ
イズ学会学術集会(名 古屋),2009.11
80.	 菱」巴知代,磯 野安理沙,九 津見雅美,杉 浦圭子,
伊藤美樹子,三 上 洋 居宅介護サービスを利用す
る家族介護者の介護ス トレス対処法略の特徴 と変化
に関する研究.第20回 日本老年医学会近畿地方会(大
阪市),2009.12
81.	 懺,早 川和生,西r,一一:;,冨 渥理恵,置 田
0高 齢者のIADLに 影響を与える要因一老研式活
動指標を用いて一 第68回 日本公衆衛生学会総会
2009.10奈 良
v	 講演会
1.	 丸山美知子 藤原九十郎賞記念シンポジウム2009.
7.2薬 業年金会館
z.	 丸山美知子 看護導入研修(ブ イリピン)2009.
10.7海 外技術者研修協会 関西研修センター
3.	 丸山美知子 看護導入研修(イ ン ドネシア)2009.
10,72009.12.12中 小企業レクリエーショセンタ
4.	 伊藤美樹子 豊中市健康づくり推進課介護予防サポ
ーター養成講座 「生活習慣病 と介護予防の関係つい
て」,2009.1.21,豊 中市福祉会館
5.	 西原玲王 介護予防及び評価の視点 兵庫県平成21
年度包括支援センター職員 〔現任者1研 修2009.9,
神戸市
6.	西r,==;;地 域包括支援センターの業務評価 兵庫
県平成21年 度包括支援センター職員{現任者}研 修
2009.9,神 戸市
Vl報 道
1.テ	レビ放送
1.早 川和生 徳光和夫の感動再開:戦 中生まれの双子
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再会,TBSテ レビ,2月,2009/12/05
2.早 川和生 ふた この不思議 に学 べ!～ 老 化予防か ら
子育て まで～,NHK総 合テ レビ,2月,2009.
3.早	 川和生 ふた こでバ ンザイ!ス ペシャル,NH
K総 合テ レビ,5月,2009.
4.早	 川和生SBS開 局20周 年記念番組;健 康 と食生
活:双 子研 究か ら,韓 国ソウルTV放 送(SBS),11月, 
2009.
2.新	聞報道
1.早 川和 生 長寿の科 学,双 子を比較,読 売新 聞,11
月8日(朝 刊)
Vll主 催学会
1.学	会 なし
2.セ	ミナー
1.大	 野ゆう子 がん医療水準均てん化推進事業研究成
果等普及啓発事業(専 門分野研究者研修会)「がん医
療における業務可視化手法」～タイムスタディか ら
タイムプロセススタディへ～ 千里ライフサイエ ン
スセンター2009年8月22日,大 阪
2.早	 川和生(代 表)第68回 日本公衆衛生学会総会 自
由集会 「第18回 多胎児を産み育てる家族への保健サ
ー ビスを考える集会」,2009年10月,奈 良市
3.研	究会
1.大	 野ゆう子,清 水佐知子,高 桑宗右ヱ門 病院 ・医
療 システ ムに関するシステム シミュ レーシ ョン
2009年5月1日,大 阪
2,伊	 藤美樹子 日本保健医療社会学会 第203回 関西
定例研究会2009.10.3
4.講	習会
1.清	 水佐知子,大 野ゆう子 大阪電気通信大学運動指
導者のためのスキルアップ講座 「臨床に役立つ統計
学入門」2009年6月,大 阪
2.清	 水佐知子,大 野ゆう子 広島県看護協会認定看護
管理者教育課程サー ドレベル 「ヘルスケアの経営,
質管理 ・経済性」2009年9月,広 島
5.そ	の他
1.大 野ゆう子 特定非営利活動法人SCCRE臨 床研究 ・
教育支援センター 医療評価 ・方法論研究会代表世
話人
2.伊	 藤美樹 子 兵庫県立宝塚 東高校:保 健体 育, 
2009.11.13,16
Wll受 賞
1,平 成20年 度 日本看護研究学会奨励賞 池田七衣,
白井文恵,土 肥義胤 頭髪に付着 した院内感染起因菌
の生残 にシ ャンプー洗髪が 与える影響 日本 看護研
究学会雑 誌,29(5):19-25,-2006
lX特	許 なし
X共	 同研究
1.国	内公的機関
1.大 野ゆう子 院内および地域がん登録情報利用にお
ける情報補完に関する研究 統計数理研究所共同研
究2009年4月 ～2010年3月
2.国	内民間研究機関
1.阿	 曽洋子 「局所冷却刺激によるinvivo皮 膚微小
循環評価 に関する研究」 アソー ト株式会社 平成
21年3月31日 ～平成22年2月28日
3.国	外公的機関 な し
4.国	外民間研究機関 な し
XI研 究費
1.校	費 な し
2.科	学研究費補助金 ㌧
1.大	 野ゆう子(研 究代表者}タ イムスタディ等の定量
的な検討を踏まえたがん医療における専門スタッフ
の効果的な配置や支援のあり方に関する研究 平成
21年 度厚生労働科学研究費補助金 〔研究分担者〕
清水佐知子 
2.	 山口建(研 究代表者)WEB版 がんよろず相談シス
テムの構築と活用に関する研究 平成21年 度厚生
労働科学研究費補助金 大野ゆう子 〔研究分担者1
3.	 山内直人{研 究代表者)ソ ーシャル ・キャピタルの
統計解析と公共政策に関するフロンティア研究 平
成21年 度科学研究費補助金(基 盤A〕(研 究分担
者)大 野ゆう子
4.	 大野ゆう子(研 究代表者〕 社会医療サプライチェー
ン駆力としての大学病院運営評価:業 務実態調査を
基盤として 平成21年 度科学研究費補助金(基盤B)
(研究分担者〕 石井豊恵,清 水佐知子
5.	 横内光子(研 究代表者)看 護業務スケジューリング
モデルの開発 平成21年 度科学研究費補助金(基盤
C}(研 究分担者}大 野ゆう子
6.	 大島伸一(研 究代表者}高 齢社会の医療提供体制に
おける必要医師数の推計に関する研究 平成21年
度厚生労働科学研究費補助金(研 究分担者)清 水
佐知子
7.	 早川和生(研 究代表者),高 齢一卵性双生児1220組
の老化遺伝子発現差からみた健康寿命決定分子機構
の解明,平 成21年 ～25年,文 部科学省科学研究
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点纏≡学部生 
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費(基 盤研究B)
8.早 川和生(研 究代表者),乳 幼児期における双子言葉
(宇宙語)現 象の発生予防とファミリーケアの研究,
平成20年 ～21年,文 部科学省科学研究費(挑
戦萌芽研究)
9.伊	 藤美樹子(研 究代表),三 上 洋(研 究分担者)要
介護高齢者の予後と在宅介護に関連する家族の役割
に関する縦断研究,(基 盤研究B),平 成20年 度～
10.伊	藤美樹子(分 担研究)病 ・ス トレスと生きる人々
の支援科学としての健康社会学の実証及び理論研究
と体系化,(基 盤研究A)山 崎喜比古(研 究代表者)
平成21年 度～
11.西	原玲王 高齢一卵性双生児における生活機能のペ
ア内差異の解明 平成20年 ～22年 文部科学省
科学研究費(若 手研究B)
3.受	託研究費
1.阿	 曽洋子,伊 部亜希(研 究分担者}簡 易な褥瘡発生
予測診断システムの実用化研究開発 重点地域研究
開発推進プログラム(地 域ニーズ即応型)平 成21
年2月1日 ～平成23年3月31日 参画機関 アソ
ー ト株式会社,和 歌山大学,兵 庫県立福祉のまちづ
くり工学研究所 プロジェク トコーディネーター
熱田稔雄
z.清	 水佐知子 〔研究代表者)女 性の健康関連行動に
おける リスク選好及び社会的相互作用効果に関する
医療経済学的研究 財団法人医療科学研究所研究助
成金平成21年5月 ～平成22年5月(研 究協力者)
大野ゆう子
3.杢	 多容王 〔研究代表者)在 宅高齢者に対する 「転倒
予防ケア」としての足浴の有効性の検討 財団法人
太陽生命ひまわ り厚生財団平成20年 度社会福祉研
究助成事業 平成20年4月1日 ～平成21年3月31
日(研 究協力者)阿 曽洋子,伊 部亜希,;:
4.和 泉哀王 〔研究代表者1向 老期世代の身体 ・心理 ・
社会的状況をふまえた老いの認識および老いへの備
えからみた介護予防のあり方に関する研究 平成21
年度木村看護教育振興財団看護研究助成 平成21
年4月 ～平成22年3月(研 究協力者)阿 曽洋子
4.奨	学寄付金 な し
5.大	学改革推進等補助金 なし
皿	 学会 ・職能 団体等の役員活動
1.会	長 ・理事長
1.阿 曽洋子 日本看護研究学会近畿 ・北陸地方会会長
2.早 川和生 日本双生児研究学会会長
3.早 川和生 日本衛生学会連携研究会 「双生児医学研 
究会」代表世話人
2. 理事 ・幹事
1.	 阿曽洋子 日本看護学教育学会副理事長,日 本看護
研究学会理事,財 団法人木村看護教育振興財団理事
2.	 早川和生 日本ス ピリチュアルケア学会理事
3.	 三上 洋 日本老年医学会地方会世話人
4.	 伊藤美樹子 日本保健医療社会学会,理 事,平 成21
年5月 ～
3. 評議員
1.	 阿曽洋子 日本看護科学学会,日 本看護学教育学会,
日本褥瘡学会,日 本人間工学会
z.	 早川和生 日本地域看護学会,日 本衛生学会,日 本
看護研究学会
3.	 三上 洋 日本老年 医学会評議員,日 本高血圧 学会
評議員,日 本内分泌学会評議員,日 本 内科学会近 畿
地方会評議員
4.	 丸 山美知子 日本看護学教育学会
4. 支 部長 な し
5. 委 員長 ・副 委員 長 な し
s. 委 員
t.	 大野 ゆ う子 日本行動計量学会 欧文雑 誌編集委 員,
国立大 阪医療セ ンタ ー倫理委員会外部 委員,財 団法
人放射線影響研究所疫学部顧問委嘱,日 本lTヘ ル ス
ケ ア学 会 学 会 誌 編 集 委 員 長,国 際 医 療 情 報 学会
(ICMBE)査 読 委員,ア ス ビオ フォーマ㈱ 遺伝子解
析研究倫理審査委員会委員
2.	 阿 曽洋子 医道審議会保健 師助産 師看護師部会 委員,
日本褥瘡 学会在宅医療委員会委員,豊 中市保健 医療
審議会委員
3.	 早 川和 生The13`hIntemationalCongressQnTwin
 
Studies,InternationalOrganizingCommitteeMember

4.	 早 川 和 生ThelstIntemationalNursingResearch
 
ConferenceofWorldAcademyofNursingScience,

FoundingMembersの 日本地域看護学会代表委員

5.丸	 山美知子 千葉大学看護実践研究指導センター委
員
6.丸 山美知子 日本地域看護学会査読委員
7.丸 山美知子 大阪府介護保険審査会委員
8.丸	 山美知子 財団法人フランスベッド・メディカル
ホームケア研究助成財団選考委員
9.伊 藤美樹子 日本地域看護学会査読委員
10.伊	藤美樹子 日本地域看護学会,国 際交流推進委員
会,平 成21年10月 ～
7.そ	の他
1.白	 井文恵 大阪府看護協会開催看護学会査読協力員
2008年5月 ～2010年3月
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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2..:C,;大 阪府 看護協会開催看護学会 査読協力員 m招 聘講演 ・シンポジウム等
2008年5月 ～2010年3月
がんプロフェッショナル養成プラン
1論	文
1.学	術論文 なし
2.会	議録
1.辻	 川真弓,後 藤姉奈,町 本実保,吉 田和枝,山 田章
子,大 石ふみ子,大 西和子 タキサン系抗がん剤副
作用の 「しびれ」に温灸がもたらした効果 第23回
日本がん看護学会学術集会2009年2月121頁
2.中	 森美季,大 石ふみ子,大 西和子 一般病棟で過ご
す壮年期終末期がん患者の妻の役割と対人関係にお
ける構造 第23回 日本がん看護 学会 学術集 会
2009年2月158頁
3.和	 田千穂子,大 西和子,大 石ふみ子 進行期肺がん
患者が行 う呼吸困難感への対処の探求第23回 日本
がん看護学会学術集会2009年2月219頁
4福 永稚子,大 西和子,大 石ふみ子 アロマセラピー
マッサージによる終末期がん患者一看護師間の関係
性と患者の内面の変化 第23回 日本がん看護学会
学術集会2009年2月252頁
5.山 居輝美,和 田恵美子,井 上智子,葉 山有番 外来
で配布された前立腺生検に関する説明資料に対する
認知的評価と情緒的評価の関連 第23回 日本がん
看護学会学術集会2009年2月147頁
3.研	究報告 なし
4.大	学 ・研究所等の報告 なし
5.解	説 ・総説 なし
6.そ	の他
1.大	 石ふみ子,葉 山有香,雄 西智恵美(2009):「 が
んプロフェッショナル養成プラン」をきっかけとし
てがん看護専門看護師教育を開始 した大学院修士課
程の課題,厚 生労働科学研究費補助金 がん臨床研
究事業 タイムスタディ等の定量的な検討を踏まえ
たがん医療における専門スタッフの効果的な配置や
支援のあり方に関する研究(H19一 がん臨床一一般
一〇〇9)平 成20年 度総括研究報告書 ,187-192.
ll著 書
1.一	般著書 な し
2.専	門著書 な し
3.教	科書 なし
1.国	際学会 な し
2.国	内学会 なし
N学 会 一般 演題
1.国	際学 会 
1.YukaHayama,FumikoOishi,EmiKanava,Yukie 
NakamuraYukaNakamoriShizukoMotoda,The 
TrendofNursingResearchonOutpatientChemotherapy
inJapan,The1部intemationalnursingresearch 
conferenceofworldacademyofnursingscience,172 .

2.国 内学会
1.辻	 川 真弓,後 藤姉奈,町 本 実保,吉 田和 枝,山 田章
子,大 石 ふみ子,大 西和子 タキサ ン系抗がん剤副
作用の 「しびれ」に温 灸が もた らした効果 第23回
日本 がん 看護学会 学術集 会2009年2月121頁
沖縄
2,中	 森美季,大 石ふみ 子,大 西和子 一般病棟 で過 ご
す壮年期終末期がん患者の妻の役割 と対人 関係 にお
ける構造 第23回 日本がん看護学会学術集会2009
年2月158頁 沖縄
3.和 田千穂子,大 西和子,大 石ふみ子 進行期 肺がん
患者が行 う呼吸困難感へ の対処 の探求第23回 日本が
ん看護学会 学術集会2009年2月219頁 沖縄
4.福 永稚子,大 西和子,大 石ふみ子 アロマセ ラ ピー
マ ッサー ジによる終末期が ん患 者一看護師問の 関係
性 と患者の内面の変化 第23回 日本がん看護学会学
術集会2009年2月252頁 沖縄
5.山	 居輝美,和 田恵美子,井 上智子,葉 山有香 外来
で 配布 された前立腺生検 に関す る説 明資料に対する
認 知的評価 と情緒的評価の関連 第23回 日本がん看
護 学会学術集会2009年2月147頁 沖縄
V講 演会 なし
VI報 道 なし
w主 催学会
1.学	会 な し
2.セ ミナー な し
3.研	究会 な し
4.講	習会 なし
5.そ	の他 なし
Wll受 賞 なし
太文字=教 員2重 鐘 堂生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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IX特	許 な し
X共	 同研究
1.国	内公的機 関 な し
2.国	内民間研 究機関 な し
3.国	外公的機 関 な し
4.国	外民間研究機関 な し
XI研	究費
1.校	費 な し
2.科	学研究費補助金
1.葉	 山有香(研 究代表者)子 宮 ・卵巣がん患者の術
後補助療法中の不快症状を軽減させる呼吸 リラクセ
ーション法,平 成21年 一22年度,科 学研究費補助金
若手研究(B)
3.受	託研究費 な し
4.奨	学寄付金 な し
5.大	学改革推進等補助金 な し
瓢	 学会 ・職能 団体等の役員活動
1.会	長 ・理事長 な し
z.理	事、幹事 な し
3.評	議員 な し
4.支	部長 な し
5.委	員長、副委員長 なし
6.委	員 な し
7.そ	の他
病院看護部
1論	文
1.学	術論文
1,藤	 原優子,松 久宗英,片 上直人,坂 本賢哉,金 藤秀
明,大 月道夫,藤 澤智巳,岩 橋博見,中 村 正,船
橋 徹,山 崎義光,下 村伊一郎 フッ トケア外来受
診2型 糖尿病患者におけるTBIの 有用性の検討 糖
尿病 第52巻11号927-932頁 平成21年
2.会	議録 な し
3.研	究報告 な し
4.大	学 ・研究所等の報告 なし
5.解	説 ・総説 なし
6.そ	の他 なし
ll著	 書
1.一	般 著書 な し
2.専	門著書
1.能 芝範子 術後疼痛管理 と看護NursingMook51
ハイリスク患者の周術期看護 平成21年2月47-
54頁 学習研究社
2.長	 田麻友子,鍋 谷佳子 よくある現場での感染対策
「ドレーンの管理」 感染対策 らくらく完全図解マ
ニ ュア ルINFECTIONCONTROL2009春 季増 刊号
平成21年5月127-130頁 メデ ィカ出版
3.長	 田麻友子,鍋 谷佳子 よくある現場での感染対策
「ス トーマ装具のケア」 感染対策らくらく完全図
解マニュアルINFECTIONCONTROL2009春 季増刊号
平成21年5月131-133頁 メディカ出版
4.鍋	 谷佳子 よくある現場での感染対策 「経腸栄養」
感染対策 らくらく完全図解マニュアルINFECTION
CONTROL2009春 季増刊号 平成21年5月134-136
頁 メディカ出版
5.鍋	 谷佳子 よくある現場での感染対策 「褥瘡ケア」
感染対策 らくらく完全図解マニュアルINFECTION
CONTROL2009春 季増刊号 平成21年5月137-139
頁 メディカ出版
6.鍋	 谷佳子ICTが 知っておきたい特殊部門の感染制
御ricuの 感染制御」 感染対策1CTジ ャーナル
VOL4No.2平 成21年140-144頁ヴァンメ
ディカル
7.藤	 原優子(監 修:松 澤佑次,下 村伊一郎,編 集:船
橋 徹,中 村 正,日 高 洋,松 久宗英,岩 橋博見,
大月道夫)糖 尿病患者教育一フットケアー,内 分
泌代謝疾患 ・糖尿病診療マニュアル改訂版,平 成21
年5月120-124頁 医薬ジャーナル社
3.教	科書 な し
4.そ	の他
i:誌	上発表
1.藤	 原優子 知っておきたい糖尿病療養指導アイテム
ーフッ トケア に用 いる アイテム ー 糖尿病ケ ア
VoI,6No362-67頁 平成21年 メディカ出版
2.藤	 原優子 家庭でできる足のケア 月刊糖尿病ライ
フ 「さかえ」 平成21年6月 号18-21頁(社)
日本糖尿病協会
3.林	 絵美,鹿 島泰子 パスで流れがわかる!整 形外
科の周術期のケア 第1回 人工股関節全置換術 整
形外科看護 平成21年2月74-80頁 メディカ出版
4.中	 井恵子,鹿 島泰子 パスで流れがわかる!整 形外
科の周術期のケア 第7回 人工膝関節全置換術 整
形外科看護 平成21年8月78-84頁 メディカ出版
太文字e教員2重 钁 生 下線=院士学生 息纏≡堂部生 
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lll招 聘講演 ・シンポジウム等	 4. 藤 田真理子,日 高泰徳,清 瀬麻依子,井 川梨恵,
1.国	際学会 なし
2.国	内学会
1.鍋 谷佳子ICDの ためのサーベイランス講座一意義
と実際一 デバイス関連サーベイランス 第24回
日本環境感染学会 平成21年2月 横浜市
2.藤	 原優子 高齢者糖尿病と認知症一軽度認知機能障
害(疑)を 有する糖尿病患者の自己管理支援一第24
回日本糖尿病合併症学会学術集会シンポジウム2
平成21年10月 岡山市
3.永	 松彩子 前立腺の診断と治療の最前線r前 立腺治
療をサポー トする一看護師の立場から一」 平成21
年度 京都市民公開シンポジウム 平成21年12月
京都市
4.大	 野由美子 緩和ケアにおける地域連携 「緩和ケア
における専門看護師のコーディネーションの実際」
第3回 北東北がん看護フォーラム 平成21年8月
岩手市
5.大 野由美子 患者の心に寄 り添 う～緩和医療におけ
るNBMの 観点～ 第14回 日本緩和医療学会学術集会
平成21年6月 大阪市
6.團 寛子 医療安全教育の新 しいチャレンジ 平成21
年度医療安全に関するシンポジウム 平成21年12
月 大阪市
N学 会 一般 演題
1.国 際学 会 
1.YTaniura,STomita,NKakimoto,SMurakami,S 
FurukawaOrthopantomogramcanfindasymptomatic 
carotidarterycalcium:Verificationofthedetection 
rateandcorrelationwiththeseverityconfirmedby 
dentalCTimaging,17thInternationalCongressofD
entomaxillofacialRadiology平 成21年7月Amster 
dam,TheNetherlands
2.国	 内学 会
1.日	 高 泰徳,藤 田真 理子,清 瀬麻 依子,井 川梨 恵,
京力深穂,清 水健太郎,池 側均,田 崎修 急性期病
態 にお ける血清 アル ブ ミン値 第24回 日本静脈経
腸栄養学会 平成21年1月 鹿児島市
2.井	 口和江,永 松 彩子,嶋 田成美 生体腎移植術 にお
け るク リテ ィカルパ ス運用 に関す る一 考察 第42
回 日本臨床腎移植学会 平成21年1月 千葉市
3.吉 木亜紀,高 治 利祐子,井 口和江,永 松彩子,嶋 田
成美 生体 腎移 植ク リテ ィカルパスの定着 に向けて
一過去 の失敗体験よ り一 第42回 日本臨床 腎移 植
学会 平成21年1月 千葉市 
京力深穂,清 水健太郎,大 河内謙太郎,池 側均,田
崎修 頭部外傷後の周期的な筋緊張を呈した患者の
栄養管理 第24回 日本静脈経腸栄養学会 平成21
年1月 鹿児島市
5.	 城戸靖章,日 高泰徳,京 力深穂,中 川雄公 フライ
トナースとして参加 した空港災害訓練の経験 第14
回日本集団災害医学総会 ・学術集会 平成21年2月
神戸市
6.	 古場かおる,井 川梨恵,小 川尚子,京 力深穂,清 水
健太郎,入 澤太郎 視力障害のある高位頸髄損傷患
者に対し,人 工喉頭を用いコミュニケーションをは
かった一例 第36回 日本集中治療医学会学術集会
平成21年2月 大阪市
7.	 北尾梨紗,平 田恵,能 芝範子,河 野総江,富 田敏司,
藤野裕士 ヘルメッ ト型NPPV装 着によるス トレス
とその影響因子 第36回 日本集中治療医学会学術
集会 平成21年2月 大阪市
8.	 清瀬麻依子,日 高泰徳,井 川梨恵,藤 田真理子,
中谷安寿,山 邉え り,京 力深穂,清 水健太郎 人工
呼吸離脱後の経口摂取の可否に関連する因子につい
ての考察 第99回 近畿救急医学研究会(看 護部会)
平成21年3月 大阪市
9.	 中谷安寿,日 高泰徳,井 川梨恵,藤 田真理子,清 瀬
麻依子,山 邉え り,京 力深穂,清 水健太郎 難治性
下痢にフレキシールを用いて排便管理をした褥瘡患
者の1症 例 第99回 近畿救急医学研究会(看 護部
会)平 成21年3月 大阪市
10.	 呉聖人,新 開裕幸,山 本裕子,池 側均,京 力深穂
MEサ ー ビス部との連携による看護業務改善点～人
工呼吸器 ・ポンプ類の点検作業を通レて～ 第99
回近畿救急医学研究会(看 護部会)平 成21年3月
大阪市
11.	 鍋谷佳子 内視鏡洗浄 ・消毒システムの構築～内視
鏡関連MDRP(多 剤耐性緑膿菌)ア ウ トブレイクを経
験して～ 日本医工学治療学会 平成21年4月 大
阪市
12.	 小巻正泰,上 杉裕子,菅 野信彦,名 井陽,澤 芳樹
人工股関節全置換術対象患者の術前生活の質評価を
行って一生活の質 〔QOL)評価の活用について 第25
回日本医工学治療学会学術大会 平成21年4月
13.	 藤原優子 フットケア外来受診糖尿病患者における
足潰瘍発症率の検討 第52回 日本糖尿病学会年次
学術集会 平成21年5月 大阪市
14.	能芝範子,河 野総江Off-PumpCABG術 後患者への
鎮痛剤投与と看護師の疼痛評価 第54回 日本集中
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治療医学会近畿地方会 平成21年6月 和歌山市
'15. 高下貴衣,山 田隆子 看取りに対する看護観獲得の
プ ロセス 第41回 日本緩和 医療 学会 学術大会
平成21年6月 大阪市
16.	 西道ひとみ 高齢者を含む内科病棟における転倒転
落ハイ リスク患者の予測 に関する検討 第51回
日本老年医学会学術集会 平成21年6月 横浜市
17.	 新開裕幸,城 戸靖章,京 力深穂,入 澤太郎,池 側均
ERMSを 用いた新人看護師への救急看護活動に関する
オリエンテーションの評価 第12回 臨床救急医学
会総会 ・学術集会 平成21年6月 大阪市
18.	 山邉えり,日 高泰徳,清 瀬麻依子,藤 田真理子,
中谷安寿,京 力深穂,中 堀泰賢,清 水健太郎,小 倉
裕司 経鼻栄養チューブ閉塞を来たした11症 例の
検討 第100回 近畿救急研究会看護部会 平成21年
6月 大阪市
19.	 石原美千子 小児の心臓カテーテルにおける安全な
体位 に関する一考 察 第45回 小児循環器学会
平成21年7月 神戸市
20. 城戸靖章,中 川雄公,京 力深穂 災害時を想定 した
勤務帯ごとのDMAT隊 派遣が可能な看護師数の検討
第11回 日本災害看護学会 平成21年8月 神戸市
21.	 石原美千子,旭 智子 上肢挙上時における末梢血流
の変化からみた安全 ・安楽な体位の考察 第38回 日
本IVR学 会 平成21年8月 大阪市
zz. 高橋経子,有 田聡子 造血幹細胞移植を受ける患者
の意思決定支援に対する看護師の認識と支援の現状
第44回 日本移植学会 平成21年9月 東京都
23.	 赤澤幸美,大 須賀慶悟 血管奇型患者 にお ける
SF-36ver2を 用いた健康関連QOL調 査 第38回 日本
IVR学会 平成21年8月 大阪市
24.	 冠木雅子,藤 田陽子,立 川知恵,中 村亜紀子,桂 加
奈子,大 須賀慶悟,前 川哲HCCのTAE時 における
吐気や吐吐発症例の実際 第38回 日本IVR学 会
平成21年8月 大阪市
25.	 益田ゆか り 精神科認定看護師による病棟内コンサ
ルテーションの評価と課題 日本精神科看護技術協
会専門学会1平 成21年8月 名古屋市
zs.	 岡村仁美,葉 山有香,井 上智子 入院中に必要な高
齢者へのス トーマケアと情報提供 第40回 日本看
護学会学術集会 平成21年9月 鳥取市
27.	 東田有加 面接に用いた周産期 ドメスティック ・バ
イオ レンスのスクリーニング 第50回 日本母性衛
生学術集会 平成21年9月 横浜市
28.	武内紗千 入院児のきょうだいに対する看護援助の
検討 第40回 日本看護学会(小 児看護)平 成21 
年9月 高知市
29.	 難波名保美,須 釜淳子,志 渡晃一,炭 谷靖子,塚 田
邦夫,表 志津子,大 桑麻由美,紺 家千津子,真 田弘
美 在宅で発生 した褥瘡の実態と発生要因の検討
第11回 日本褥瘡学会学術集会 平成21年9月
大阪市
30.	 鍋谷佳子,佐 藤浩美,萩 原さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 トラブル発生率からみた静脈注射
チェックシー トを用いた血管アセスメント能力の変
化 日本看護学会学術集会(看 護管理)平 成21年
10月 大阪市
31.	 佐藤浩美,鍋 谷佳子,萩 原 さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 看護師による静脈注射部位の血管
アセスメン ト 及び穿刺血管に影響する要因と トラ
ブル発生率との関係 第40回 日本看護学会(看 護
管理)平 成21年10月 大阪市
32.	 角田真美C1501502Ht502脳 循環代謝検査に伴う医
療従事者の放射線被曝一被験者の放射能の経時的変
化による解析 第49回 日本核 医学会 学術 総会
平成21年10月 旭川市
33.	 須藤昌子ICUに おける環境整備への取 り組み一
K.Lewinの 変革理論(changingtheory)を 用いて
第40回 日本看護学会(看 護管理)平 成21年10月
大阪市
34.	 藤原優子 軽度認知機能障害(疑)を 有する糖尿病
患者さんの自己管理支援 第24回 日本糖尿病合併
症学会 平成21年10月 岡山市
35.	 廣田幸代 心臓血管外科急性期病棟における補助人
工心臓装着患者の看護に対する看護師のス トレス要
因の検討 第40回 日本看護学会(成 人看護1)
平成21年10月 さいたま市
36.	 城戸靖章,小 川尚子,池 側均,京 力深穂 新人看護
師配属時に2年 目看護師が技術指導を行な う利点
第11回 日本救急学会学術集会 平成21年11月
'福岡市
37.	 白井里佳,師 岡友紀,京 力深穂,新 開裕幸,呉 聖人,
山邉えり,田 中博子 看護基礎教育段階での簡易型
一次救命処置演習の効果について 第11回 日本救
急学会学術集会 平成21年11月 福岡市
38.	 浦出紗希,小 川尚子,石 本智香,田 中博子,清 瀬麻
依子,後 藤美紀,高 井紀子,松 本直也,京 力深穂,
霜田求 経済的問題により治療困難 となった一症例
の治療決定権をめぐる臨床倫理問題の検討事例 第
11回 日本救急学会学術集会 平成21年11月 福岡
市
39.	日高泰徳,池 側均,入 澤太郎,城 戸靖章,早 川友理,
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中川雄公 大阪府 ドクターヘリのCPA事 案への対応
一Auto-PuIseが 導入されて 一 第16回 日本航空医
療学会総会 平成21年11月 岐阜市
40.中	川里恵,松 村泰志,武 田理宏,藤 井歩美,村 田泰
三,武 田裕 病棟における指示システムの運用の課
題とその解決法 第29回 日本医療情報学会 平成
21年11月 広島市
41.木	村裕美,三 木佐登美 産科婦人科病棟における内
服薬 自己管理患者のインシデントの実態調査平成2
1年 度近畿地区看護研究学会 平成21年12月
奈良市
42.角	川真知子,三 木佐登美 化学療法の副作用による
脱毛に関する意識調査～女性患者の脱毛への不安と
看護師に求める看護支援～ 平成21年 度近畿地区
看護研究学会 平成21年12月 奈良市
V講	 演会
1.新	 開裕幸 中越災害支援 災害支援ナース研修会
大阪府看護協会 平成21年1月
2.高	 石安子 工一ザイレクチャーミーティング エー
ザイ株式会社 北大阪コミュニケーションオフィス
平成21年3月
3.秋 元環 自己注射導入に関する取 り組み～アンケー
トの集計結果より～ エーザイ株式会社 ヒュミラ
ラインカンファレンス 平成21年6月
4.都	 茱蘭MSハ ンズオンセミナー 梅田スカイビル
(新梅田シティー)平 成21年3月
5.藤	 尾智香MSハ ンズオンセミナー 梅田スカイ ビル
(新梅田シティー)平 成21年3月
6.山	 崎祥子 小児看護 大阪府吹田保健所 平成21
年3月
7.呉	 宮綾子 生活習慣病について 高田中学校講堂
平成21年
8.能 芝範子 人工呼吸安全管理セミナー 「人工呼吸器
装着患者の安全管理～患者の観察ポイン トと異常時
の対応～」 大阪府看護協会 平成21年8月
9.能	 芝範子 特定非営利活動法人近畿人工呼吸安全推
進機構 人工呼吸基礎セミナー 平成21年5月
10.能 芝範子 大阪府立大学大学院看護学研究科博士前
期課程 鎮静 ・鎮痛状態のフィジカルアセスメン ト
平成21年11月
11.鍋	谷佳子 空気感染対策～アスペルギルス対策から
新型インフルエンザまで～MMDセ ミナー 平成21
年5月 横浜市
12.鍋	谷佳子 感染看護に必要な基礎知識 大阪府看護
協会 平成21年6月
13.鍋	谷佳子 シリーズ"明 日から役立つ実践"～ 最新
感染対策 トレーニング～明日から役立つ感染防護
14.鍋	谷佳子 現場で役立つ感染症対策(演 習支援)
広島大学 平成21年9月
15.鍋	谷佳子 標準予防策遵守への取 り組み 院内感染
対策講習会 医療法人永広会 平成21年10月
16.藤	原優子 平成21年 度創傷ケア認定看護師養成講
座 「糖尿病患者のフットケァ」 白鳳女子短期大学
平成21年7月
17.藤 原優子 糖尿病重症化予防に係る(フ ットケア)
研修一フットケアの評価と今後の課題一 社団法人
奈良県看護協会 平成21年8月
18.藤	原優子 第4回 近畿糖尿病看護スキルアップセミ
ナー 「ライフステージ別からみた療養指導一事例紹
介一」日本糖尿病教育 ・看護学会 近畿糖尿病看護
研究会 平成21年10月
19.藤 原優子 糖尿病薬物治療セミナー 「糖尿病足病変
ハイ リス ク患者の予防的 フッ トケアの重要性」
平成21年9月
20.平 山三千代2009年 度第1回 認定看護管理者制度教
育課程ファース トレベル 「看護管理概説」 大阪府
看護協会 平成21年4月
21.鍋	谷佳子 大阪大学医学部附属病院での感染対策の
実際 大阪大学医学部保健学科 平成21年4月
z2.鍋 谷佳子 感染防止技術論 「移植 ・化学療法 におけ
る感染管理」感染防止技術ruri防 止対策」院内感
染サーベイランスrUTIサ ーベイランス」 日本看
護協会看護研修学校感染管理学科 平成21年7月
23.鍋	谷佳子ICNの 役割 大阪府立大学感染看護学演
習IIB大 阪府立大学 平成21年8月
24.大	野由美子 集中講義 「緩和ケア」 広島国際大学呉
キャンパス 平成21年7月
25.大	野由美子 認定看護師教育課程 「緩和ケア」 緩和
ケアを受ける患者の心理過程とその支援技術 日本
看護協会神戸研修センター 平成21年11月
26,團	寛子 看護管理者のための リスクマネ ジメン ト
大阪府看護協会 平成21年4月
27.團	寛子 医療安全の関する研修会 多根総合病院
平成21年5月
28.團	寛子 リスクマネジメントについて 大阪大学医
学部保健学科 平成21年9月
29.團 寛子 医療安全管理者研修 「安全管理体制の構築,
安全文化の醸成」 日本看護協会看護教育研究センタ
ー 平成21年9月
30.團	寛子 平成21年 度 「健康医療問題解決能力の滋
養」教育プログラム医療安全学各論 「医療事故防止
太文字=教員2難 生 下線=院士学生r学 部生 
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対策の実際」 大阪大学中之島センター 平成21年
7月
31,田 墨恵子 がん患者の意思決定今の支援 「がん患者
のQOLと 看護倫理」 大阪府看護協会 平成21年5
月
32.田	墨惠子 総合病院におけるがん患者の看護の実践
甲南女子大学 平成21年7月
33.田	墨惠子 平成21年 度がん看護に関わる看護師の
育成研修 「がん専門看護師の役割と実践～日々の実
践を通 じて～」 福岡県保健医療介護部 平成21年
12月
34.田	墨惠子 平成21年 度研修会 「外来がん化学療法と
看護」 広島県看護協会 平成21年11月
35.田	墨惠子 日本INTERVENTIONALRADIOLOGY第26回
関西地方 会特別講演 コ ミュニティプラザ大 阪
平成21年6月
36,田	墨惠子 静脈注射 レベルm(化 学療法)コ ース研
修会 「化学療法における症状マネジメント」 姫路赤
十字病院 平成21年6月
37.田	墨惠子 がんプロフェッショナル養成 コースコン
サルテーション論 「CNSと コンサルテーション」
大阪大学保健学科 平成21年7月
38.田	墨惠子 がん専門看護師の役割と実践～日々の実
践を通 じて～ 福岡県保健医療介護部 平成21年
12月
39.田	墨惠子 がん化学療法に伴 う身体の変化と症状緩
和技術 「がん化学療法に伴 う末梢神経障害とその看
護」 日本看護協会神戸研修センター 平成21年
12月
40.田	墨惠子 日本における外来がん看護の現状と課題
「一般病院での外来がん看護の課題」 第10回 国際
がん看護セミナー 平成21年12月
41.萩	原邦子 腎移植 について 愛仁会高槻病院 平成
21年5月
42.萩	原邦子 臓器移植コーディネーター各論(腎 臓 ・
膵臓)日 本移植コーディネーター協議会(東 京)
平成21年11月
43.萩	原邦子 中之島移植懇話会 「腎移植における退院
指導について」 住友病院 平成21年10月
44.谷	浦葉子 看護研究 市立貝塚病院 平成21年4月
45.新	開裕幸 女性医師再研修プログラム ・キャリア継
続ミニシンポジウム 日本小児科学会 平成21年
10月
46,富	永信子 在宅ケア概論 「保健医療福祉ネットワー
ク部の活動について」 大阪大学医学部保健学科
平成21年6月 
47.	 瀬尾恵子 社会人医学教育セミナー 臨床研究 ・教
育支援センター 平成21年8月
48.	 藤本法子 フットケアの応用と実践～実技中心のフ
ッ トケ ア研修～ 株式会社 プラン ・ドゥ ・シー
平成21年11月
49.	 秋元環 自己注射導入に関する取組～アンケー ト集
計結果よ り～ ヒュミラライ ンカンフ ァレンス
平成21年9月
50.	 田中春美 プレ親デ ビュー!～ はじめて出産 ・ふた
りで子育て～ 大阪市女性協会 平成21年7月
51.	 植田江梨子 第3回 中之島腎移植懇話会 「腎移植に
おける退院指導について」 ノバルティスファー株
式会社 平成21年10月
52:	 岡本友紀 緩和ケア認定看護師の一般病棟での活動
について 日本看護協会看護研修学校緩和ケア認定
看護師同窓会 平成21年12月
53.	 岡本友紀 緩和ケア認定看護師フォローアップ研修
「緩和ケア認定看護師のいま」 平成21年12月
報道
1.	 下村伊一郎,船 橋 徹,松 久宗英,岸 田 堅,安 井
洋子,藤 原優子:糖 尿病治療を支える最前線スタッ
フの創意工夫,DMFrontline,平 成21年10月,
万有製薬株式会社
Vll主 催学会
1,学	会 なし
2.セ	ミナー なし
3.研	究会 なし
4講	 習会 な し
5.そ	の他 な し
¶ll受	賞 な し
ix特	許 な し
X共	 同研究
1.国	内公的機関 なし
2.国	内民間研究機関 な し
3.国	外公的機関 なし
4.国	外民間研究機関 なし
太文字=教 員 2重 鍠三笹土学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
102一
大阪大学看護学雑誌Vo1 .16No.1(2010)
X【	研究費 7.藤 原優子 糖尿病セミナー 「おおさか」委員
1.校	費 な し 8,藤 原優子 末梢循環障害のケアと治療研究会委員
2.科	学研究費補助金 なし 9.村 上聖女 助産師職能小委員会委員 大阪府看護協
会
3.受	託研究費 な し
10.田 中春美 プログラム委員 第8回 日本小児がん看
4.奨 学寄付金	 護学会
1.谷 浦葉子 放射線治療を受ける患者のQOLと 副作用 11.田 墨恵子 日本専門看護師協議会臨床能力向上委員
に関する自己管理方法 平成20年 度 第6回 研究助 会
成 花王健康科学研究会 12.田 墨恵子 日本がん看護学会教育研究活動委員会
5.大	学改革推進等補助金 な し 13.藤 原優子 大阪府立急性期 ・総合医療センター大阪
糖尿病看護研究会
刈 学会 ・職能団体等の役員活動 14.平 林高子 プログラム委員 第8回 日本小児がん看
1.会 長 ・瑾事長	 護学会
1.井 口和江 日本脳神経看護研究学会	 15.米 谷良美 職能委員 社団法人大阪府看護協会
2.理	事 ・幹事 16.有 馬美緒子 役員(教 育担当)日 本手術看護学会大
1.嶋 田成美 日本臨床腎移植学会看護部門 幹事	 阪地区
2.能	 芝範子 特定非営利活動法人 近畿人工呼吸安全 17.有 馬美緒子 認定看護師認定実行委員会(手 術看護)
推進機構 理事 委員 社団法人日本看護協会
3.小 巻正泰 日本移植コーディネーター協議会 幹事 18.團 寛子 プログラム委員 医療の質 ・安全学会第4
4新	 開裕幸 医療の質 ・安全学会第4回 学術集会 回学術集会
本部付幹事 19.團 寛子 ネットワーク委員会委員 医療の質 ・安全
5.井 口和江 日本脳神経看護研究学会 理事	 学会
6.田	 中春美 社団法 人大 阪府看護 協会助産 師職能 7.そ の他 なし
理事
7.萩 原邦子 日本移植コーディネーター協議会 幹事
3.評	議員
1.上 田博美 日本感染看護学会
2.能 芝範子 日本集中治療医学会近畿地方会看護部門
3.鍋 谷佳子 日本環境感染学会
4.藤 原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会
5.田 墨恵子 日本がん看護学会
6.田 中春美 日本母性衛生学会
7.有 馬美緒子 日本手術看護学会
4.支	部長 齟 な し
5.委	員長 ・副委員長 な し
6.委	員
1.鍋	 谷佳子 プログラム委員 第24回 日本環境感染
学会総会
2.藤 原優子 編集委員 日本糖尿病教育 ・看護学会
3.藤	 原優子 近畿ブロックネ ットワーク委員 日本糖
尿病教育 ・看護学会
4.藤	 原優子 大阪糖尿病患者教育担当者研修会代表委
員 大阪糖尿病協会顧問医会
5.藤 原優子 大阪糖尿病看護研究会委員
6,藤	 原優子 大阪糖尿病ケアステップアップセミナー
委員
太文字e教 員 蠻 三壇土学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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保 健 学 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
石田 絵美子 筋ジス トロフィー成人病棟に暮らす人々の療養生活における経験 遠藤准教授
磯野 安理沙 介護保険制度利用者によるケアマネジャーの関わ りや支援に対する評価の検討 三上教授
岡田 実緒 0～5歳 の双生児とその親の2者 、3者環境における発話の特徴 早川教授
加藤 千晶 スギ花粉症患者の日中の眠気 荻野教授
塩見 早紀 保育所(園)の 食物アレルギー児への対応の実情と課題一施設長と看護職の立場からの検討一 永井教授
高間 さとみ 学校における発達障害児への養護教諭の取り組みの実情と課題 永井教授
武田 真季 がんの予防に向けた食品有効成分の研究一熟成ニンニク抽出液の影響一 大野教授
田中 寿枝 乳癌細胞 株 にお けるproamphire8ulinの細 胞内 ドメイ ンが果 たす役割の解 明 大野教授
冨澤 理恵 AssociationoftheGITRgenepolymorphismswiththeprognosisofautoimmunethyroid
disease(自 己 免 疫 性 甲 状 腺 疾 患 の 病 態 とGl丁R遺 伝 子 多 型と の 関 連) 早川教授
長谷川 洋子 看護分野の組織風土に影響するリーダー機能と組織員の管理的役割補完 井上教授
菱田 知代 要介護度の時系列変化と特徴 一地域在住要介護高齢者の場合一 伊藤准教授
南 由優 スギ花粉症患者におけるスギ花粉飛散量による労働生産性への影響 荻野教授
山田 晃子 入院している学童のケアにおける家族と看護師の期待と実践の差異 藤原教授
大村 佳代子 蘇HIV感染者の黯HIVに対する思L'と母親の関わりが脚 主体的な健康管理行動に与える 伊藤准教授
北尾 鼻太 医療従事者との関わりにおける脳卒中者の経験に関する研究 清水教授
大野 智代 高齢双生児を対象とした高次生活機能の低下に関与するライフスタイル要因の研究 早川教授 
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保 健 学 博 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
九津見 雅美 介護保険施設 ケアスタ ッフにおけるBPSD〔BehavioralandPsychologicalSymptomsofDementia)の三上教授概念 とマネ ジメ ン ト
矢野 惠子 不妊治療における多職種連携と不妊医療チーム内での看護の役割に関する研究 大橋教授
聲高 英代 生活習慣病のマルチプル リスクファクターとライフスタイルの関係性に関する研究 大野教授
萩本 明子 禁煙および再喫煙の推移とその要因:喫 煙者の5年間追跡調査結果から 大野教授
安藤 布紀子 骨盤痛誘発試験を用いて評価する妊婦の腰骨盤痛に関する研究 大橋教授
西村 明子 産後早期の父親のうつ状態の危険因子に関する研究 大橋教授
大塚 敏子 高校生の将来喫煙のリスクに応じた喫煙防止教育プログラム作成とその効果の検討 三上教授
大釜 徳政 頭頸部がん患者における放射線治療に伴う有害事象と食事に関する研究 清水教授
宮嶋 正子 褥瘡予防の観点からみた臀部下挿入クッションの臀部圧迫力とずれ力軽減についての臨床的検証 阿曽教授
伊部 亜希 褥瘡発生予測のための温度伝導率による皮膚血液循環評価の検証 阿曽教授
高齢者世代の住民による地域のつながりを重視 した子育て支援と母親の育児ス トレス ・精神的健康 早川教授草野 恵美子 に関する研究
消化器外科大規模サーベイランスにおける術式別手術部位感染の危険因子一患者の年齢と腹腔鏡手内海 桃絵 術に焦点をあてて一
牧本教授 
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